
本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

本

宗

の
本
尊

に

い

て

―
―

人

法

問

題

を

橋

諦

秀

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
云
く

本
尊
と
は
勝
れ
た
る
を
用
ふ
べ
し
。

（本
尊
間
答
砂
）

此
の
本
門
の
肝
心
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
於
て
は
、佛
猶
文
殊

・
薬
王
等
に
も
之
を
付
嘱
し
た
ま
は
ず
何
に
況
ん
や
其
の
己
下
を
や
。

但
地
涌
千
界
を
召
し
て
八
品
を
説
い
て
之
を
付
嘱
し
た
ま
ふ
。
其
の
本
尊
の
体
た
ら
く
、
本
師
の
娑
婆
の
上
に
宝
塔
空
に
居
し
、
塔
中
妙

法
蓮
華
経
、
左
右
に
釈
迦
牟
尼
佛

・
多
宝
佛
、
釈
尊
の
脇
士
に
は
上
行
等
の
四
菩
薩
、
文
殊

・
弥
勒
等
は
四
菩
薩
の
谷
属
と
し
て
末
座
に

居
し
、
述
化

・
他
方
の
大
小
の
諸
菩
薩
は
万
民
の
大
地
に
処
し
て
雲
閣
月
卿
を
見
る
が
如
し
。
十
方
の
諸
佛
は
大
地
の
上
に
処
し
た
ま
ふ

述
佛
述
土
を
表
す
る
が
故
な
り
。
是
の
如
き
本
尊
は
在
世
五
十
余
年
に
こ
れ
な
し
。
八
年
の
間
に
も
但
八
品
に
限
る
。

（観
心
本
尊
砂
）

本
宗
再
興
日
隆
聖
人
云
く

問
ふ
て
云
く
、
当
宗
に
本
述
勝
劣
を
以
て
宗
旨
と
為
す
や
。
答
ふ
、
下
種
種
子
を
顕
さ
ん
が
為
な
り
。
下
種
の
本
尊
既
に
本
門
八
品
に
あ

り
。
此
の
本
門
八
品
所
説
の
下
種
の
本
尊
を
顕
さ
ん
が
為
に
堅
く
本
述
勝
劣
と
云
ふ
な
り
。
さ
れ
ば
当
流
に
は
権
実
は
熟
脱
を
顕
し
、
熟

中・
ψ
つ

り
[〕iヽ

と

し

て

|
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脱
は
実
相
法
身
を
以
て
所
詮
と
為
す
。
本
述
は
下
種
種
子
を
顕
し
、
父
国
王
を
顕
し
、
本
因
妙
の
種
子
を
顕
し
、
総
名
を
顕
し
、
易
行
を

顕
す
と
口
伝
す
る
な
リ
メ
〓。
（弘
経
抄
四
〇
）

次

人
法
問
題
を
扱
う
所
以
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

五
一

本
門
に
於
け
る
人
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

五九

境
智
冥
合
人
法

一
体
の
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

六五

法
面
人
裏
か
人
面
法
裏
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

七九

人
法
総
在
の
総
名
本
尊
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

九
一

観
心
の
本
尊
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

九九

本
尊
に
つ
い
て
の
注
意
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
あ
三

七 六 五 四 三 二 一

一
、
人
法
問
題
を
扱
う
所
以

本
尊
に
於
け
る
人
法
問
題
は
皆
さ
ん
既
に
御
承
知
の
事
で
あ
り
ま
し
よ
う
か
ら
、
今
更
改
め
て
之
に
つ
い
て
お
話
す
る
必
要
も
な
い
か
と

存
じ
ま
す
が
、
こ
の
問
題
は
古
来
異
論
多
々
あ
る
と
こ
ろ
で
、
既
に
解
決
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
本
宗
の
立
場
よ
り
し
ま
す
と

未
だ
確
た
る
結
論
が
出
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
と
申
し
ま
す
の
は
最
近
立
正
大
学
の
鈴
木

一
成
教
授
等
が
当
宗

の
義
と
は
全
く
異
つ
た
見
解
を
も
つ
て
人
法
問
題
を
論
じ
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
に
対
し
て
本
化
妙
宗
聯
盟
の
高
橋
智
遍
氏
は

「本
門
本
尊
論

木
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

正
義
」
に
於
て
田
中
先
生
、
並
び
に
山
川
智
応
博
士
の
義
を
挙
げ
て
こ
れ
を
破
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
当
宗
と
し
て
は
こ

の
人
法
問
題
を
ど
の
よ
う
に
観
て
ゆ
く
か
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
申
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

大
崎
学
報
第

一
〇
四
号
に
鈴
木
教
授
は
、
法
本
尊
と
し
て
は
題
日
本
尊
、
大
曼
茶
羅
、
佛
本
尊
と
し
て
は
釈
迦

一
尊
、　
一
尊
四
士
、
二
尊

四
士
が
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
題
日
本
尊
の
依
文
と
し
て
は
唱
法
華
題
目
砂
、
大
曼
荼
羅
の
根
拠
は
本
尊
砂
、
釈
迦
本
尊
は
善
無
長
三
蔵

抄
、
八
宗
違
目
抄
、
開
目
抄
の
三
砂
を
挙
げ
、　
一
尊
四
士
は
本
尊
砂
、
呵
責
滅
罪
砂
、
行
者
値
難
事
、
四
菩
薩
造
立
砂
等
の
御
書
を
引
き
、

更
に
四
菩
薩
を
予
想
さ
れ
て
の
御
書
と
し
て
顕
佛
未
来
記
、
法
華
取
要
砂
、
富
木
殿
御
返
事
等
の
七
砂
を
挙
げ
、
更
に
二
尊
四
士
の
依
文
と

し
て
諸
法
実
相
砂
と
報
恩
抄
を
挙
げ
、
而
し
て
教
授
は
結
論
と
し
て
法
本
尊
よ
り
も
佛
本
尊
を
主
張
し
、
そ
の
表
現
の
形
式
と
し
て
一
尊
四

士
を
妥
当
と
し
、
或
は
四
士
を
略
し
て
釈
尊

一
佛
で
あ
つ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
つ
て
い
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
高
橋
先
生
は
大
曼
荼
羅
と
題
日
本
尊
は
法
本
尊
で
あ
り
、
釈
迦
本
尊
、　
一
尊
四
士
等
の
本
尊
は
佛
本
尊
、
人
本
尊
で
あ
る

と
し
て
し
ま
う
の
は
、
こ
れ
は
誤
解
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
何
れ
の
本
尊
も
人
法

一
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
従
つ
て
大
曼
陀
羅
と
か

妙
法
蓮
華
経
と
か
仰
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
単
な
る
法
本
尊
で
は
な
く
、
そ
れ
は
法
的
名
称
で
あ
つ
て
法
を
表
に
し
た
呼
び
方
で
あ
り
、
寿
量

の
佛
と
か
教
主
釈
尊
と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
単
な
る
人
本
尊
で
は
な
く
、
そ
れ
は
人
的
名
称
で
唯
佛
を
表
に
し
た
呼
び
方
で
あ
る
か
ら
、

大
曼
陀
羅
や
妙
法
蓮
華
経
を
法
本
尊
と
し
、
教
主
釈
尊
や

一
尊
四
士
等
を
人
本
尊
で
あ
る
と
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
法
は
一
体
不

二
で
あ
る
と
反
駁
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
人
法
問
題
も
昔
、
碩
学
の
中
で
或
は
法
本
尊
説
を
唱
へ
或
は
人
本
尊
税
を
出
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
て
、
田
中
智
学
先
生
が
人
法
は

全
く
相
異
つ
た
も
の
で
は
な
い
、
人
法
は
所
謂

一
体
で
あ
つ
て
そ
の
根
抵
に
於
て
全
く
不
二
だ
と
い
う
こ
と
を
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
最
近
又
こ
の
よ
う
に
人
法
問
題
が
取
り
上
げ
て
論
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
更
に
日
蓮
正
宗
の
方
で
は
大
曼
荼
羅
を
法
本
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尊
、
日
蓮
大
聖
人
を
人
本
尊
と
し
て
、
そ
の
人
法
が

一
体
で
あ
る
。
つ
ま
り
大
曼
荼
羅
即
日
蓮
大
聖
人
、
日
蓮
大
聖
人
即
大
曼
荼
羅
で
あ
る

と
い
う
説
が
今
日
盛
ん
に
唱
へ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
づ
か
よ
う
な
人
法
問
題
が
生
じ
て
来
る
そ
の
根
拠
は
勿
論
御
書
の
中
に
二
様
の
表
現
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
人
本
尊
の
根
拠
と
見

ら
れ
る
御
書
は
大
体
先
言
の
通
り
で
、
そ
の
主
な
る
も
の
は
開
目
砂
、
報
恩
砂
、
三
大
秘
法
抄
そ
れ
に
本
尊
抄
に
三
ヵ
処
あ
り
ま
す
。
開
目

抄
に
は

而
る
を
天
台
宗
よ
り
外
の
諸
宗
は
本
尊
に
ま
ど
へ
り
。
倶
合

・
成
実

・
律
宗
は
三
十
四
心
断
結
成
道
の
釈
尊
を
本
尊
と
せ
り
…
…
法
相

・

三
論
は
勝
応
身
に
に
た
る
佛
を
本
尊
と
す
…
…
華
厳
宗

・
真
言
宗
は
釈
尊
を
下
て
慮
舎
那

・
大
日
等
を
本
尊
と
定
む
…
…
浄
土
宗
は
釈
迦

の
分
身
の
阿
弥
陀
佛
を
有
縁
の
佛
と
思
つ
て
教
主
を
す
て
た
り
…
…
禅
宗
は
下
賤
の
者

一
分
の
徳
あ
つ
て
父
母
を
さ
ぐ
る
が
ご
と
し
、
佛

を
さ
げ
経
を
下
た
す
。
此
れ
皆
本
尊
に
迷
へ
り
。
…
…
寿
量
品
を
し
ら
ざ
る
諸
宗
の
者
は
畜
に
同
じ
、
不
知
恩
の
者
な
り
。

と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
所
謂
釈
尊

一
佛
を
本
尊
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
根
拠
に
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
報
恩
抄
で
は

一
に
は
日
本
乃
至

一
閻
浮
提

一
同
に
本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ
し
一ム云

と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
釈
尊
本
尊
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

三
大
秘
法
砂
に
は

寿
量
品
に
建
立
す
る
所
の
本
尊
は
五
百
塵
点
の
当
初
以
来
此
土
有
縁
深
厚
本
有
無
作
三
身
の
教
主
釈
尊
是
れ
な
り

と
。
こ
れ
は
御
承
知
の
通
り
寿
量
品
の
本
佛
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
説
か
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

本
尊
抄
で
は
御
承
知
の
よ
う
に
、
先
づ
大
曼
陀
羅
本
尊
を
顕
示
せ
ら
れ
た
そ
の
後
に

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

正
像
二
千
年
の
間
は
小
乗
の
釈
尊
は
迦
葉

・
阿
難
を
脇
士
と
為
し
、
権
大
乗
並
び
に
涅
槃
、
法
華
経
の
述
門
等
の
釈
尊
は
文
殊

・
普
賢
等

を
以
て
脇
士
と
為
す
。
此
等
の
佛
を
正
像
に
造
り
画
け
ど
も
未
だ
寿
量
の
佛
有
さ
ず
。
末
法
に
来
入
し
て
始
め
て
此
の
佛
像
出
現
せ
し
む

べ
き
か
。

と
あ
る
の
を
人
本
尊
の
依
処
と
し
、
つ
ゞ
い
て

問
ふ
、
正
像
二
千
余
年
の
間
、
四
依
の
菩
薩
並
に
人
師
等
余
佛
小
乗

・
権
大
乗

・
爾
前
述
門
の
釈
尊
等
の
寺
碁
を
建
立
す
れ
ど
も
、
本
門

寿
量
品
の
本
尊
並
に
四
大
菩
薩
を
ば
三
国
の
王
臣
倶
に
未
だ
之
を
崇
重
せ
ざ
る
由
之
を
申
す

と
、
こ
こ
で
は

「寿
量
品
の
本
尊
並
に
四
大
菩
薩
」
と
て

一
尊
四
士
の
本
尊
を
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
後
に
至
つ
て

此
の
時
地
涌
千
界
出
現
し
て
本
門
の
釈
尊
の
脇
士
と
為
り
、　
一
閻
浮
提
第

一
の
本
尊
此
の
国
に
立
つ
べ
し

と
。
か
よ
う
に
本
尊
抄
に
は
三
カ
処
に
亘
つ
て
人
本
尊
と
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

法
本
尊
は
御
承
知
の
よ
う
に
、　
本
尊
砂
を
は
じ
め
妙
法
曼
陀
羅
供
養
事
、　
顕
佛
未
来
記
、　
日
女
御
前
御
返
事
、　
新
尼
御
返
事
等
に
あ
つ

て
、
日
女
砂
は
御
承
知
の
よ
う
に
本
尊
の
相
貌
が
精
し
く
出
て
お
り
ま
す
。
新
尼
御
前
御
返
事
に
は

此
の
五
字
の
大
曼
陀
羅
を
身
に
帯
し
心
に
存
せ
ば
、
諸
王
は
国
を
扶
け
万
民
は
難
を
の
が
れ
ん
。
乃
至
後
生
の
大
人
炎
を
脱
る
べ
し
と
佛

記
し
を
か
せ
給
ひ
ぬ

と
あ
る
の
が
法
本
尊
の
依
文
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
方
田
中
智
学
先
生
は
人
を
本
尊
と
す
べ
き
か
、
法
と
本
尊
と
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
人
本
尊
法
本
尊
と
二
つ
に
分
つ
こ
と
が
誤
り
で
、

人
法

一
体
で
あ
る
か
ら
ど
ち
ら
を
表
に
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
論
拠
と
し
て

一
、
能
生
所
生
の
関
係
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は‐‐嘲］‐‐一‐約理―理一

二
、
能
覚
所
覚
の
関
係

動
日
向
霧
‐ ‐
一‐
約
智
―
人

一

三
、
能
成
所
成
の
関
係

に
日
向
商
目
一‐
約
乗
―
行

一

四
、
能
説
所
説
の
関
係

動
‐ ‐
向
商
目
一‐
約
教
―
教

一

と
い
う
四
義
を

「本
化
妙
宗
式
目
」
の
中
に
立
て
ゝ
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
先
づ
能
生
所
生
の
関
係
の
根
拠
と
な
る
証
文
と
し
て
本
尊
問
答

砂
の
文
に
拠
つ
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
本
尊
問
答
砂
に
は

間
ふ
て
云
く
、
末
代
悪
世
の
凡
夫
は
何
物
を
以
て
本
尊
と
定
む
べ
き
や
。
答

へ
て
云
く
、
法
華
経
の
題
目
を
以
て
本
尊
と
す
べ
し
。
問
ふ

て
云
く
、
何
れ
の
経
文
何
れ
の
人
師
の
釈
に
か
出
で
た
る
や
。
答
ふ
、
法
華
経
第
四
法
師
品
に
云
く
、
薬
王
在
々
処
々
二
若
シ
ハ
説
キ
若

シ
ハ
読
ミ
若
シ
ハ
誦
シ
若
シ
ハ
書
キ
若
シ
ハ
経
巻
所
住
ノ
処
ニ
ハ
皆
應

二
七
宝
ノ
塔
ヲ
起
テ
ヽ
極
メ
テ
高
廣
厳
飾
ナ
ラ
シ
ム
ベ
シ
。
復
舎

利
ヲ
安
ズ
ル
コ
ト
フ
須
ヒ
ザ
レ
。
所
以
ハ
何
ン
此
ノ
中
ニ
ハ
己
二
如
来
ノ
全
身
有
マ
ス
等
・ム云
。

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
題
目
を
以
て
本
尊
と
す
べ
き
だ
と
い
う
根
拠
で
あ
り
ま
す
。
同
砂
に
は
次
に

涅
槃
経
の
第
四
如
来
性
品
に
云
く
、
復
次
二
迦
葉
、
諸
佛
ノ
師
ト
シ
タ
マ
フ
所
ハ
所
謂
法
ナ
リ

と
あ
り
、
諸
佛
が
拝
ま
れ
た
所
は
何
か
と
い
う
と
法
だ
と
い
う
、

是
ノ
故

二
如
来
恭
敬
供
養
ス
、
法
常
ナ
ル
ヲ
以
テ
ノ
故

二
諸
佛
モ
亦
常
ナ
リ

で
、
佛
の
方
か
ら
法
に
対
し
て
恭
敬
供
養
す
る
の
だ
と
云
い
、
そ
の
証
文
と
し
て

普
賢
経
に
云
く
、
此
ノ
大
乗
経
典
ハ
諸
佛
ノ
宝
蔵
ナ
リ
、
十
方
三
世
ノ
諸
佛
ノ
眼
ロ
ナ
リ
三
世
ノ
諸
ノ
如
来
ヲ
出
生
ス
ル
種
ナ
リ
等
・ム云

又
云
く
、
此
ノ
方
等
経
ハ
是
レ
諸
佛
ノ
眼
ナ
リ
、
諸
佛
ハ
是
二
因
テ
五
眼
ヲ
具
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
マ
ヘ
リ
、
佛
ノ
三
種
ノ
身
ハ
方
等
ヨ
リ

生
ズ
、
是
レ
大
法
印
ニ
シ
テ
涅
槃
海
ヲ
印
ス
。
此
ノ
如
キ
海
中
ヨ
リ
能
グ
三
種
ノ
佛
ノ
清
浄
ノ
身
フ
生
ズ
、
此
ノ
三
種
ノ
身
ハ
人
天
ノ
福

田
應
供
ノ
中
ノ
最
ナ
リ
等
・ム云

と
観
普
賢
経
の
二
文
を
挙
げ

此
等
の
経
文
、
佛
は
所
生
、
法
華
経
は
能
生
、
佛
は
身
な
り
、
法
華
経
は
神
な
り

と
能
生
所
生
の
関
係
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
佛
以
前
に
法
が
あ
つ
た
、
有
佛
無
佛
性
相
常
然
で
、
こ
の
宇
宙
に
は
佛
が
出

現
せ
ら
れ
る
以
前
に
客
観
的
に
法
が
存
在
し
た
、
法
が
既
に
存
し
て
い
た
か
ら
佛
が
生
じ
、
そ
の
佛
が
佛
に
成
る
こ
と
を
得
た
の
は
法
が
あ

つ
て
こ
れ
を
悟
つ
た
か
ら
で
、
佛
よ
り
も
法
が
先
在
し
て
い
る
。
従
つ
て
法
は
能
生
で
あ
り
、
佛
は
法
よ
り
生
れ
た
所
生
で
あ
る
と
い
う
能

生
所
生
の
関
係
な
る
こ
と
を
顕
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
能
覚
所
覚
の
関
係
、
こ
れ
は
根
拠
と
し
て
方
便
品
の

是
ノ
法

ハ
法
位
二
住
シ
テ
世
間
ノ
相
常
住
ナ
リ
、
道
場
ニ
シ
テ
知
り
己
テ
導
師
方
便
シ
テ
説
グ
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の
文
を
以
て
し
て
い
る
。
こ
の
関
係
を
い
へ
ば
、
佛
は
法
を
覚
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
法
は
覚
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
つ

て
こ
の
場
合
い
わ
ゆ
る
佛
勝
法
劣
と
い
う
か
、
佛
が
法
に
勝
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

第
二
は
能
成
所
成
の
関
係
、
こ
れ
は
法
が
佛
を
成
ぜ
じ
め
た
の
で
あ
る
か
ら
法
が
根
本
で
あ
り
、
法
か
ら
佛
な
る
も
の
が
成
立
し
た
の
だ
と

い
う
。
こ
の
依
文
に
は
寿
量
品
の

我
レ
本
菩
薩
ノ
道
ヲ
行
ジ
テ
成
ゼ
シ
所
ノ
寿
命
今
猶
未
ダ
尽
キ
ズ
一ム云

の
文
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

第
四
は
能
説
所
説
の
関
係
で
、
法
は
佛
に
よ
つ
て
説
か
れ
た
も
の
、
佛
は
能
く
法
を
説
く
も
の
と
い
う
の
で
あ
る
。
従
つ
て
佛
が
勝
れ
法
が

劣
る
の
だ
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
四
義
に
よ
つ
て
人
法
の
勝
劣
を
論
ず
る
と
、　
第

一
、　
第
二
の
場
合
は
法
が
勝
れ
て
お
り
、　
第
二
、　
第
四
の
場
合
は
佛
が
勝
れ
て
い

る
。
故
に
人
法
な
る
も
の
は

一
往
勝
劣
を
立
て
る
こ
と
は
で
き
て
も
結
論
的
に
は
法
が
勝
れ
て
い
る
と
か
佛
が
勝
れ
て
い
る
と
か
と
い
う
こ

と
は
い
へ
な
い
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

而
し
て
田
中
先
生
は
又
次
に
法
勝
佛
劣
は
対
他
門
、
佛
勝
法
劣
は
対
述
門
と
い
う
こ
と
を
い
つ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
法
勝
佛
劣
の
法

と
は
本
佛
を
内
容
と
す
る
と
こ
ろ
の
法
で
あ
り
、
佛
と
は
権
門
の
佛
で
あ
る
と
し
て
、
本
佛
の
法
を
以
て
権
門
の
佛
を
破
し
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
、
つ
ま
り
こ
れ
は
他
宗
他
門
に
対
す
る
法
門
だ
と
し
て
い
ま
す
。
何
故
か
と
い
う
と
本
尊
問
答
抄
は
清
澄
寺
の
浄
顕
義
浄
の
二
人
に

送
つ
た
所
の
御
書
で
あ
り
、
彼
等
は
真
言
で
あ
る
か
ら
他
宗
で
あ
る
。
他
宗
を
相
手
に
し
て
本
尊
問
答
砂
で
は
法
は
能
生
、
佛
は
所
生
だ
と

仰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
佛
勝
法
劣
の
佛
と
は
本
佛
即
ち
本
法
を
内
容
と
す
る
と
こ
ろ
の
佛
で
あ
つ
て
、
法
と
は
権
述
の
法
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
本
佛
を
以

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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の
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て
述
門
の
法
を
破
し
た
の
で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

更
に
先
生
は
人
法

一
如
の
項
に
於
て
人
と
法
と
は
、　
一
体
だ
と
い
つ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
体
に
不
二
一
如
と
冥
合

一
如
の
二
つ
が
あ
つ

て
、
不
二

一
如
と
は
体
に
つ
い
て
い
つ
た
も
の
で
人
と
法
と
は
先
天
的
に
本
来
本
有
と
し
て
不
二

一
如
だ
と
い
う
。
ま
た
冥
合

一
如
と
は
用

に
つ
い
て
い
つ
た
も
の
で
後
天
的
の
一
如
で
、
佛
も
法
も
共
に
本
来
の
存
在
で
あ
る
が
、
本
佛
は
無
始
の
佛
界
に
潜
在
せ
る
九
界
の
法
を
応

用
し
て
九
界
に
同
む
本
有
の
妙
法
を
修
し
終
に
こ
れ
を
証
し
て
法
と
冥
合
し
て

一
如
と
な
り
佛
界
に
至
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
当
宗
で
は
本
佛
と
い
へ
ど
も
因
位
の
凡
夫
で
凡
夫
の
地
位
か
ら
だ
ん
ハ
ヽ
修
行
し
て
佛
に
成
る
こ
と
で
す
が
、
日
中
先
生
は

凡
夫
の
地
位
と
い
は
ず

「我
本
行
菩
薩
道
」
の
我
は
も
と
ノ
ヽ
佛
界
で
あ
る
本
佛
が
九
界
の
衆
生
に
応
同
し
て
ま
づ
凡
夫
の
姿
を
現
し
た
我

で
、
こ
の
九
界
應
同
の
本
佛
が
因
行
を
修
し
て
佛
果
に
至
り
終
に
法
と
佛
と
が
冥
合
し
て

一
如
に
な
つ
た
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
り

ま

す
。
か
よ
う
に
ど
ち
ら
か
ら
い
つ
て
も
法
と
佛
と
は

一
体
で
あ
る
、
そ
の
証
拠
は
御
義
口
伝
に

無
作
三
身
の
宝
号
を
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
云
う
な
り
。

無
作
三
身
の
所
作
は
何
物
ぞ
と
云
ふ
時
南
無
妙
法
蓮
華
経
な
り
。

と
あ
る
二
文
を
挙
げ
て
、

「佛
は
法
の
精
華
、
法
は
佛
の
実
身
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
山
川
博
士
も
こ
れ
で
人
法
問
題
は

終
つ
た
、
既
に
田
中
大
先
生
が
明
治
年
間
に
か
よ
う
に
人
法
は

一
体
な
り
と
論
じ
尽
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
今
更
人
法
問
題
を
云
う
必
要
は
な

い
と
い
つ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
先
に
申
し
た
よ
う
に
鈴
木
先
生
は
曼
荼
羅
と
題
目
は
法
本
尊
で
、　
釈
迦
、　
一
尊
四
士
、　
二
尊
四
士
は
佛
本
尊
だ
と
論
じ
た
為

に
、
高
橋
先
生
が
こ
の
田
中
先
生
の
論
を
引
い
て
人
法
は
一
体
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
、
結
論
と
し
て
本
尊
は
人
法

一
体
の
妙
法
蓮
華
経
で
あ

る
と
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
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し
か
し
こ
の
よ
う
な
論
法
は
今
日
創
価
学
会
が
主
張
し
て
い
る
日
蓮
正
宗
の
宗
義
に
於
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
わ
が
八
品
門
流
た

る
本
宗
以
外
の
他
門
流
は
全
部
人
法

一
体
の
妙
法
蓮
華
経
を
本
尊
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
彼
等
の
説
は
略
ヒ
一
様
に
定
ま
つ
て
お

り
ま
す
。
つ
ま
り
当
宗
か
ら
み
ま
す
と
、
こ
れ
ら
の
説
は
肝
要
で
あ
る
総
名
本
尊
を
論
ず
る
の
で
な
く
て
い
づ
れ
も
別
体
本
尊
の
域
を
脱
し

て
お
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
本
宗
に
お
け
る
人
法
問
題
に
入
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

二
、
本
門
に
於
け
る
人
法

先
づ
本
尊
の
正
体
た
る
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
抜
き
に
し
て
、
単
に
別
体
本
尊
の
場
合
を
考
え
ま
す
と
、人
と
は
釈
尊

・
上
行
で
あ
り
ヽ

法
と
は
事
の
一
念
三
千
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
法
に
つ
い
て
田
中
先
生
も
法
に
二
つ
の
法
が
あ
る
と
い
つ
て
お
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
も

一
つ
ハ
ッ
キ
リ
と
理
解
で
き
な
い
点
が
あ
り
ま
す
。
本
門
の
法
に
は
違
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
法
が
本
有
と
し
て
存
在
す
る
と
い
う
法

と
、
本
佛
釈
尊
が
覚
り
得
た
法
と
の
区
別
が
な
い
よ
う
に
思
は
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
区
別
し
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
あ
り
ま
す
。
本
宗
の
立
場
か
ら
い
い
ま
す
と
、
先
づ
法
に
於
て
法
界
の
法
と
教
法
た
る
の
法
、
即
ち
宇
宙
の
真
如
と
し
て
の
法
と
本
佛

釈
尊
が
衆
生
に
説
き
示
さ
れ
た
教
法
と
し
て
の
法
と
い
う
こ
の
二
つ
を
考

へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
更
に
法
体
と
し

て
の
法
に
於
て
も
、
客
観
的
理
法
と
し
て
の
本
有
の
法
と
本
佛
内
証
の
法
と
の
二
つ
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
図
解
し
ま
す
と
こ
う
で
す
。

出

師

「
塊

楊

¨
整

算

一

木
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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つ
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先
づ
法
界
の
真
如
と
し
て
の
シ
で
す
が
、
こ
れ
は
教
法
た
る
要
名
妙
法
蓮
華
経
よ
り
見
れ
ば
妙
法
体
内
所
摂
の
別
体
実
相
で
あ
り
、
こ
れ

に
純
客
観
的
な
真
理
と
し
て
の
法
と
本
佛
内
証
の
法
と
の
二
つ
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
真
理
は
も
と
も
と
法
界
に
存
し
て
い
る
も

の
で
、
佛
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
と
に
か
く
佛
と
無
関
係
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
場
合
、
そ
れ
が
客
観
的
な
法
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
佛
が
修
行
し
て
そ
の
客
観
的
真
理
を
覚
り
、
真
理
が
佛
の
心
の
中
に
入
つ
た
場
合
、
そ
れ
が
本
佛
内
証
の
法
体
で
あ
り
ま
す
。
前

者
を
理
の
一
念
三
千
と
し
、
後
者
を
事
の
一
念
三
千
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。

前
者
の
根
拠
と
し
て
宗
祖
の
御
妙
を
挙
げ
ま
す
と
、
当
体
義
抄
に

至
理
ハ
名
無
シ
、
聖
人
理
ヲ
観
ジ
テ
万
物
二
名
付
グ
ル
時
、
因
果
倶
時
不
思
議
ノ

一
法
之
レ
有
り
。
之
ヲ
名
ケ
テ
妙
法
蓮
華
経
卜
為
ス
。

此
ノ
妙
法
蓮
華
ノ

一
法

二
十
界
三
千
ノ
諸
法
ヲ
具
足
シ
テ
開
減
無
シ

と
。
即
ち
佛
が
覚
ろ
う
が
覚
る
ま
い
が
法
は
本
来
本
有
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
が
妙
法
蓮
華
な
の
で
す
。
そ
の

一
法
に
十
界
三
千
の

諸
法
が
具
足
し
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
こ
れ
は
客
観
的
な
理
法
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
寿
量
品
に
い
う
所
の
六
句
知
見
の
実
相
で
す
。
こ

の
六
句
知
見
の
実
相
は
方
便
品
に
お
け
る
諸
法
実
相
と
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
た
ゞ
方
使
品
で
は
始
成
正
覚
の
釈
尊
に
寄
せ
て
諸
法
実
相
と
説

き
、
寿
量
品
に
お
い
て
は
久
遠
本
佛
に
寄
せ
て
六
句
知
見
の
実
相
と
説
い
て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
は
玄
義
の
一
に
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
述

門
に
明
し
て
あ
ろ
う
が
本
門
に
説
か
れ
て
い
よ
う
が
、
理
と
し
て
は
何
等
変
り
の
な
い
も
の
で
す
。

後
者
の
本
佛
内
証
の
法
の
根
拠
は
、
当
体
義
砂
に
前
文
に
つ
づ
い
て

之
ヲ
修
行
ス
ル
者
佛
因
佛
果
同
時

二
之
ヲ
得
ル
ナ
リ
。
聖
人
此
ノ
法
ヲ
師
卜
為
シ
テ
修
行
覚
道
シ
給
ヘ
バ
、
妙
因
妙
果
倶
時
二
感
得
シ
給

フ
。
故

二
妙
覚
果
満
ノ
如
来
卜
成
り
給
ヒ
シ
ナ
リ
。

と
あ
り
、
又
本
尊
抄
に
引
か
れ
て
あ
る
弘
決
第
五
の
文
は
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当

二
知
ル
ベ
シ
、
身
土
ハ
一
念
ノ
三
千
ナ
リ
。
故
二
成
道
ノ
時
此
ノ
本
理
二
称
フ
テ
一
身

一
念
法
界
二
遍
シ
。

と
い
つ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

「身
土
ハ
一
念
ノ
三
千
ナ
リ
」
と
は
久
遠
の
釈
尊
に
寄
せ
て
語
る
と
、
釈
尊
が
修
行
し
て
覚
ら
な
く
て
も

本
来
本
有
と
し
て
釈
尊
の
一
念
の
中
に
備
は
つ
て
い
る
、
つ
ま
り
十
界
の
依
正
三
報
は
釈
尊
の
未
だ
佛
に
な
つ
て
い
な
い
時
の
釈
尊
の
御
身

だ
と
考
え
た
ら
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
釈
尊
は
修
行
し
て
真
理
を
覚
ら
な
く
て
も
、　
既
に
そ
の

一
念
の
中
に
十
界
の
依
正
万
法
は
備
つ
て

い

る
。
こ
ゝ
を

「
阿
鼻
ノ
依
正
ハ
極
聖
ノ
自
心
二
処
シ
、
昆
慮
ノ
身
土
ハ
凡
下
ノ
一
念
ヲ
途
エ
ズ
」
と
い
う
の
が
こ
れ
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
こ
れ
を
観
じ
、
こ
れ
を
覚
つ
て

「成
道
の
時
此
の
本
理
に
称
ふ
」
と
き
、
い
わ
ゆ
る
境
智
冥
合
す
れ
ば
、
釈
尊
の
一
身

一
念
（色
心
）
は
、

法
界
に
遍
満
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
法
界
の
全
体
が
釈
尊
の
身
で
あ
り
心
で
あ
る
。
従
つ
て

一
草

一
木
も
教
主
釈
尊
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と

な
し
と
日
蓮
大
聖
人
が
お
つ
し
や
つ
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
提
婆
品
に
は

三
千
大
千
世
界
ヲ
観
ル
ニ
乃
至
芥
子
ノ
如
キ
許
リ
モ
是
レ
菩
薩

ニ
シ
テ
身
命
ヲ
捨
テ
タ
マ
フ
処
二
非
ル
コ
ト
有
ル
コ
ト
無
シ

と
あ
り
、
芥
子
の
よ
う
な
如
何
に
小
さ
い
も
の
で
あ
つ
て
も
全
て
釈
尊
が
法
界
の
真
理
を
覚
り
、
覚
つ
た
も
の
を
法
界
の
万
法
に
現
し
た
も

の
、
こ
れ
が

「事
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
は
単
に
理
に
対
す
る
事
の
意
味
で
は
な
く
、
釈
尊
の
内
証
の
法
を
功
徳
と
し
て
具
象
化
し
て
法

界
の
万
法
と
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
釈
尊
が
久
遠
劫
の
本
時
に
因
位
の
釈
迦
菩
薩
と
し
て
無
量
劫
を
経
て
難
行
苦
行
し
積
功
累
徳
し

て
之
を
覚
り
、
そ
の
内
証
の
法
を
万
法
の
一
一
に
現
は
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
不
軽
菩
薩
の
礼
拝
行
が
生
じ
て
来
る
訳
で
あ
り
ま
す
。
天

台
の
立
場
よ
り
不
軽
菩
薩
を
説
明
す
れ
ば
、　
一
草

一
木
も

一
切
衆
生
を
尽
く
佛
な
り
と
礼
拝
す
る
の
は
、　
一
切
衆
生
悉
有
佛
性
で
あ
つ
て
佛

性
礼
拝
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
当
宗
の
意
か
ら
観
る
と
佛
性
礼
拝
で
な
く
て
、
佛
子
礼
拝
で
あ
り
ま
す
。

今
此
ノ
三
界
ハ
皆
是
レ
我
ガ
有
ナ
リ
、
其
ノ
中
ノ
衆
生
ハ
悉
グ
吾
ガ
子
ナ
リ

と
い
う
時
、
天
台
か
ら
い
う
と
本
来
本
有
と
し
て
我
子
だ
と
す
る
け
れ
ど
も
、
当
宗
か
ら
い
へ
ば
本
佛
釈
尊
の
難
行
苦
行
に
よ
つ
て
出
生
し

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

て
下
さ
れ
た
吾
子
で
あ
る
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
次
に
教
法
と
し
て
の
根
拠
で
す
が
、
こ
れ
は
宗
祖
大
聖
人
の
御
書
に
は
至
る
と
こ
ろ
に
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
今
仮

り
に
本
尊
抄
を
拝
見
い
た
し
ま
す
と
、

此
ノ
時
地
涌
ノ
菩
薩
世
二
出
現
シ
、
但
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
ヲ
以
テ
幼
稚

二
服
セ
シ
ム

と
い
い
、
同
砂
の
結
文
に
は

一
念
三
千
フ
識
ラ
ザ
ル
者
ニ
ハ
、
佛
大
慈
悲
ヲ
起
シ
五
字
ノ
内
二
此
ノ
珠
フ
裏
ミ
、
末
代
幼
稚
ノ
頸

二
懸
ケ
サ
シ
メ
タ
マ
フ

と
あ
り
ま
す
。
本
佛
釈
尊
が
末
代
幼
稚
の
我
々
に
与

へ
ら
れ
た
も
の
は
何
か
と
申
し
ま
す
と
、
宇
宙
の
真
理
と
か
、
本
佛
内
証
の
法
体
と
か

い
う
法
を
お
示
し
に
な
つ
た
の
ぢ
や
な
い
ん
で
す
。
真
理
と
か
法
体
と
か
い
う
法
は
無
相
で
あ
つ
て
、

「是
法
不
可
示
言
辞
相
寂
滅
」
と
い

つ
て
言
の
教
と
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
本
佛
釈
尊
が
自
内
証
の
法
を
根
本
と
し
て
衆
生
の
為
に
教
を
立
て
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
教
そ
の

も
の
が
法
体
や
理
法
で
は
な
い
の
で
す
。
真
如
と
か
法
理
と
か
い
う
も
の
は
絶
対
に
言
教
を
以
て
直
接
に
は
現
は
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
す
。
末
代
の
我
々
幼
稚
の
衆
生
は
と
う
て
い
こ
の
よ
う
な
無
相
の
理
法
を
見
る
こ
と
も
覚
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
で
あ
る
か
ら
、
本
佛
釈

尊
は
こ
の
幼
稚
の
衆
生
の
為
に
聞
く
こ
と
が
で
き
唱
へ
る
こ
と
の
で
き
る
言
葉
の
教
を
お
説
き
下
さ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
教
法
は
も
と
も

と
言
葉
な
の
で
す
。
天
台
大
師
は
、

教
ト
ハ
聖
人

（佛
陀
）
下

（衆
生
）
二
被
ラ
シ
ム
ル
ノ
言
ナ
リ

と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
宗
祖
大
聖
人
は
よ
く
妙
法
蓮
華
経
は
総
名
だ
と
仰
つ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
名
と
い
う
も
の
は
非
常
に

大
切
な
も
の
で
す
。
名
は
言
葉
に
現
す
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
文
字
に
書
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
言
や
字
に
表
現
で
き
る
そ
う
い
う
も
の
が
結

局
教
な
の
で
す
。
当
宗
に
於
て
は
名
が
教
で
す
か
ら
、
日
隆
聖
人
は
常
に
妙
法
蓮
華
経
は
名
言
の
教
だ
と
い
つ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ

り

ま
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す
。妙

法
蓮
華
経
が
名
言
の
教
だ
か
ら
所
謂
よ
く
唱
え
ろ
と
い
わ
れ
る
の
で
す
。
か
よ
う
に
教
法
と
い
う
も
の
は
言
葉
と
か
文
字
と
か
に
現
れ

て
い
る
も
の
で
あ
つ
て
而
も
真
理
を
内
包
し
て
お
り
ま
す
が
、
真
理
そ
の
も
の
で
は
な
い
ん
で
す
。
教
法
の
中
に
内
在
し
て
い
る
真
理
を
観

取
す
る
の
は
天
台
大
師
の
よ
う
な
偉
人
で
あ
つ
て
、
我
々
凡
夫
は
と
う
て
い
教
門
の
裏
の
真
理
を
観
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
他
宗
の
法
華
嫌
い
の
学
者
が
、
何
時
だ
つ
た
か
大
法
輸
か
、
何
か
に
書
い
て
お
り
ま
し
た
。

「法
華
経
は
何
処
を
探
し
て
も

一
念

三
千
な
ん
て
な
い
ん
だ
」
と
。
当
り
前
で
す
。
吾
々
凡
夫
は
よ
う
見
な
い
の
で
す
。
吾
々
凡
夫
の
眼
に
映
る
も
の
は
何
か
、
そ
れ
は
文
字
な

の
で
す
。
教
の
表
面
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら

「
何
処
を
探
し
た
つ
て

一
念
三
千
は
な
い
」
の
は
当
然
で
あ
つ
て
、
彼

は

「だ
か
ら
天
台
は
悪
い
奴
だ
、
無
い
も
の
を
勝
手
に
作
り
上
げ
て
法
華
経
に
一
念
三
千
が
あ
る
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ

は
天
台
大
師
の
独
断
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
教
法
な
る
も
の
の
本
義
を
知
ら
な
い
者
が
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
ま
し
て
彼
の
故
意
に
法
華
経
の
行
者
日
蓮
聖
人
を
中
傷
せ
ん
と
す
る
謗
法
学
者
に
は
法
華
経
の
一
念
三
千
は
み
え
な
い
、

何
故
か
と
申
し
ま
す
と
、
見
え
る
も
の
は
教
だ
け
な
の
で
、
真
理
は
見
え
な
い
、
真
理
は
経
文
の
裏
に
隠
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
宗
祖
大
士
は

「
一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
。
…
…
但
我
が
天
台
智
者
の
み
こ
れ
を
い
だ

け
り
」

（此
の
一
念
三
千
は
天
台
外
宜
述
門
の
一
念
三
千
）
と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
天
台
大
師
の
独
断
憶
説
で
は
毛
頭
な
い
の

で
あ
り
ま
す
。
か
ょ
う
に
教
法
た
る
も
の
は
い
つ
も
名
言
に
現
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
曾
谷
入
道
許
御
書

（昔
は
大
田
秒
と
い
つ
た
も
の
）
に

爾
ノ
時
二
大
覚
世
尊
、
寿
量
品
ヲ
演
説
シ
然
ル
後
十
神
カ
ヲ
示
現
シ
テ
四
大
菩
薩
二
付
嘱
シ
タ
マ
ウ
。
其
ノ
所
属
ノ
法
ハ
何
物
ゾ
ヤ
、
法

華
経
ノ
中

ニ
モ
廣
ヲ
捨
テ
ヽ
略
ヲ
取
り
、
略
ヲ
捨
テ
ヽ
要
ヲ
取
ル
。
所
謂
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
名
体
宗
用
教
ノ
五
重
玄
ナ
リ

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

と
あ
り
ま
す
。
こ
ゝ
に
あ
る

「廣
略
」
と
い
う
の
は
日
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
言
語
で
も
つ
て
言
ひ
現
す
こ
と
の
で
き
な
い
法
体
な
の

で
あ
り
ま
す
。

「
要
」
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
日
に
見
え
る
、
言
葉
に
表
現
で
き
る
、
聞
く
こ
と
の
で
き
る
、
唱
え
る
こ
と
の
で
き
る
、
法

体
を
総
在
す
る
総
名
と
い
う
教
法
な
の
で
あ
り
ま
す
。
我
々
は
廣
略
た
る
法
体
真
理
を
覚
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
教
の
中
に
包

ん
で
末
法
の
衆
生
の
為
に
四
大
菩
薩
に
付
嘱
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
こ
う
い
う
理
解
を
用
意
し
て
御
妙
判
を
拝

見

し
な

い

と
、
日
蓮
大
聖
人
の
宗
教
と
い
う
も
の
は
生
じ
て
来
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
何
れ
の
日
蓮
聖
人
間
下
に
於
て
も
例
外
な
く
、
妙
法
蓮
華
経
は
法
界
の
真
理
即
ち

一
念
三
千
だ
と
い
う
こ
と
を
い
つ
て
い
る
。
こ

れ
が
大
き
な
謬
義
で
あ
り
ま
す
。
我
々
は
真
理
を
与

へ
ら
れ
て
は
全
然
覚
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
天
台
大
師
す
ら
八
年
の
間
天
台
山
に
於
て

渓
流
松
風
に
身
心
を
浄
め
て
諸
事
を
抱
つ
て
懸
命
に
観
法
を
修
せ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
何
の
位
ま
で
進
ま
れ
た
か
と
い
へ
ば
、
観
行
五
品
の

位
、
名
字
即
を
僅
か
に
越
え
た
位
で
あ
り
、
南
岳
大
師
は
相
似
十
信
の
位
ま
で
行
か
れ
た
、
未
だ
初
住
の
位
ま
で
至
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
初
住
と
い
う
位
は
始
め
て
一
念
の
三
千
三
諦
を
覚
る
位
で
す
。
南
岳

・
天
台
の
両
大
師
も
真
理
の

一
分
も
覚
ら
ず
し
て

終
つ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
宗
教
的
な
聖
者
で
さ
え
も
覚
ら
れ
な
か
つ
た
も
の
を
日
蓮
聖
人
が
末
代
幼
稚
の
我
々
に
そ
の
よ
う
な
真
理
を
覚

れ
と
い
つ
て
与

へ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
人
法
を
論
ず
る
前
提
と
し
て
人
法
の
法
に
於
て
、
法
体
と
し
て
の
法
と
教
法
と
し
て
の
法
と
を
先
づ
区
別
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
法
体
た
る
妙
法
は
別
体
で
あ
り
、
教
法
た
る
妙
法
蓮
華
経
は
総
名
、
即
ち
別
体
た
る
実
相
を
総
在
す
る
要
法
な
の
で
す
。
当
宗
の
本

尊
と
せ
ら
れ
る
も
の
は
こ
の
上
行
要
付
の
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
な
の
で
あ
つ
て
、
別
体
た
る

一
念
三
千
の
妙
法
で
は
な
い
の
で
あ
り

ま

す
。
従
つ
て
当
宗
よ
り
法
と
い
う
も
の
を
観
れ
ば
別
体

一
念
三
千
の
妙
法
と
総
名
妙
法
蓮
華
経
の
要
法
と
が
あ
つ
て
、
人
と
相
対
し
て
人
法

能
所
の
勝
劣
を
論
ず
る
法
は
別
体
の
妙
法
で
あ
り
、
総
名
の
要
法
は
人
た
る
佛
と
相
対
し
て
能
所
勝
劣
を
云
々
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
総

―- 64 -―



名
要
法
は
別
の
人

（本
佛
）
法

（
一
念
三
千
）
を
総
在
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

三
、
境
智
冥
合
人
法

一
体
の
義

そ
れ
か
ら
次
に
境
智
冥
合
人
法

一
如
の
こ
と
に
つ
い
て
申
上
げ
ま
す
が
、
境
は
客
観
的
理
境
、
智
は
本
佛
釈
尊
の
智
で
あ
り
、
故
に
境
は

所
観
の
法
、
智
は
能
観
の
人
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
能
観
所
観
境
智
冥
合
し
て

「
一
身

一
念
遍
於
法
界
」
し
た
所
が
、
所
謂
事

の

一
念

三

千
、
人
法

一
体
の
法
な
ん
で
す
。

一日
舞
日
［

｛峰
一
日
向
巾
‐ ‐
榊
け
」
〕
□
‐
境
智
冥
合
人
法

一
体
―
事
の
三
千

し
か
し
こ
れ
は
総
名
か
ら
見
ま
す
と
、
や
は
り
別
体
で
す
。
そ
こ
で
こ
の
境
智
を
種
熟
脱
で
判
じ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昨
日
も

成
瀬
君
が
折
伏
の
こ
と
を
説
か
れ
る
の
に
、
先
づ
最
初
に
種
熟
脱
の
三
益
を
以
て
教
法
の
能
所
勝
劣
を
論
ず
る
と
い
う
こ
と
を
云
は
れ
た
。

こ
れ
が
本
当
で
あ
り
ま
す
。
日
蓮
大
聖
人
の
御
書
は
も
と
よ
り
日
隆
聖
人
の
御
聖
教
は
こ
の
三
益
を
以
て
ず
う

ツ
と
述
べ
ら
れ

て
お
り

ま

す
。
私
が
只
今
開
述
顕
本
宗
要
集
の
浄
写
の
原
稿
を
校
正
し
て
お
る
の
で
す
が
、
此
の
宗
要
集
に
於
て
も
天
台
と
当
宗
と
の
相
違
を
微
に
入

り
細
を
穿
つ
て
御
説
明
に
な
つ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
全
て
こ
の
種
熟
脱
の
三
益
を
表
に
立
て
て
判
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。
日
隆
聖
人
は

日
伝
に
云
く
、
種
熟
脱
を
以
て
在
世
滅
後
の
教
相
を
判
ず
る
こ
と
、
日
像
門
流
の
随
分
の
相
承
な
り
。

（私
新
抄

一
）

と
仰
せ
ら
て
お
り
ま
す
が
、
三
益
を
以
て
教
判
の
基
準
と
す
る
こ
と
が
日
像
門
流
の
相
伝
で
あ
り
ま
す
。
日
像
門
流
と
い
へ
ば
関
西
法
華
宗

と
い
う
こ
と
で
昔
は
関
東
法
華
宗
と
教
判
教
義
に
於
て
相
違
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
関
東
法
華
宗
が
権
実
判
、
本
述

一
致
の
思
想
の

上
に
立
て
い
た
の
で
す
が
、
之
に
対
し
て
関
西
法
華
宗
は
本
述
判
、
本
述
勝
劣
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
何
故
か
と
申
し
ま
す
と

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

関
東
に
於
て
は
宗
祖
の
滅
後
、
天
台
の
実
相
論
が
影
響
い
た
し
ま
し
て
本
述

一
致
の
思
想
に
傾
い
て
行
つ
た
、
之
に
対
し
て
関
西
の
法
華
宗

は
お
膝
元
の
叡
山
の
天
台
法
華
宗
に
対
抗
す
る
の
に
は
ど
う
し
て
も
本
述
相
対
の
教
判
を
立
て
本
述
勝
劣
の
法
門
を
主
張
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
れ
ば
日
隆
聖
人
は
関
東
の
本
述

一
致
の
法
門
は
日
蓮
大
聖
人
の
真
義
で
は
な
い
中
古
天
台
の
亜
流
だ
と
盛
ん
に
像

門
正
統
と
い
う
こ
と
を
唱
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
で
あ
る
か
ら
日
蓮
大
聖
人
の
法
門
は
権
実
判
よ
り
も
本
述
判
が
正
意
で
、
そ
の
本
述

判
も
種
熟
脱
の
三
益
を
以
て
判
ず
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。
宗
祖
大
聖
人
は

種
熟
脱
の
法
門
、
法
華
経
の
肝
心
な
り
。
三
世
十
方
の
佛
は
必
ず
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
種
と
し
て
佛
に
成
り
給
へ
り
。

（筒
御
器
抄
）

と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
法
華
経
は
何
故
尊
い
か
と
い
う
と
、
種
熟
脱
の
三
益
を
明
し
て
種
子
、
下
種
を
論
ず
る
か
ら
尊
い
ん

だ
、
こ
れ
を
全
然
無
視
し
て
日
蓮
大
聖
人
の
法
門
は
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
の
三
益
の
立
場
か
ら
境
智
と
い
う
問
題

を
見
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昨
日
お
話
の
成
瀬
君
の
折
伏
問
題
も
そ
う
で
す
。
折
伏
を
明
す
の
に
先
づ
種
熟
脱
の
三
益
の
立
場
か
ら

論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
法
華
経
は
三
益
を
明
し
て
い
る
、
そ
の
三
益
は
結
局
種
子
下
種
を
顕
さ
ん
が
為
で
あ
る
、
下
種
を
な
す
に
は
必

ず
折
伏
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
で
あ
る
か
ら
折
伏
と
い
う
こ
と
は
下
種
の
行
相
で
あ
り
ま
す
。

境
智
冥
合
と
い
う
も
の
に
対
し
て
日
蓮
大
聖
人
は
何
時
も
父
母
と
い
う
書
を
以
て
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
経
文
に
根
拠
が
あ
る
か
ら

で
す
。

境

劣暮基

湯螢葛

][[
客
体

所
照
で
す

智
の
方
は
台ヒ
観
の

主
体

台旨
照
で

す

本
尊
抄
ケこ
缶

里

義
経
の
文
を
ヨ|
い

て

あ
り
ま
す



が
、
そ
の
文
は

警

ヘ
バ
国
王
卜
夫
人
卜
新
タ
ニ
王
子
フ
生
ゼ
ン
。
若
シ
ハ
一
日
若
シ
ハ
ニ
日
、
若
シ
ハ
七
日
二
至
り
…
…
若
シ
ハ
七
歳
二
至
り
、
復
国
事

ヲ
領
事
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
ト
雖
モ
、
己
二
臣
民
二
宗
敬
セ
ラ
レ
テ
諸
ノ
大
王
ノ
子
ヲ
以
テ
伴
侶
卜
為
サ
ン
。
王
及
ビ
夫
人
愛
心
偏
二
重
グ

シ
テ
常

二
与
共
二
語
ラ
ン
。
…
…
諸
佛
ノ
国
王
卜
是
経
ノ
夫
人
卜
和
合
シ
テ
共
二
是
ノ
菩
薩
ノ
子
ヲ
生
ズ
一ム云

で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
図
解
す
れ
ば
こ
う
で
す
。

父
国
王
は
能
照
の
智
た
る
久
遠
本
佛
を
警

へ
、
王
妃
の
母
は
所
照
の
境
た
る
円
融
実
相
を
警

へ
る
、
而
し
て
国
王
の
父
と
王
妃
の
母
と
が
和

合
し
て
王
子
を
生
ず
る
が
如
く
、
本
佛
の
智
と
実
相
の
境
と
が
境
智
冥
合
す
れ
ば
、
真
の
佛
種
を
生
ず
る
。
こ
の
佛
種
は
衆
生
の
心
中
に
本

来
具
す
る
所
の
性
徳
の
種
子
で
あ
る
。
衆
生
こ
の
佛
種
を
具
す
る
が
故
に
本
来
の
佛
子
即
ち
菩
薩
な
の
で
あ
り
ま
す
。
国
王
と
王
妃
と
父
母

和
合
し
て
出
生
し
た
王
子
は
年
歯
未
熟
の
幼
稚
で
あ
つ
て
国
事
を
領
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
臣
民
に
崇
敬
せ
ら
る
如
く
、
こ
の
佛
子

た
る
菩
薩
は
未
だ
真
理
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
諸
の
菩
薩
を
谷
属
と
し
諸
佛
に
護
念
せ
ら
る
る
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
此
の
無
量
義
経
の
文
の
外
に
宗
祖
は

讐

ヘ
バ
王
女
タ
リ
ト
雖
モ
畜
種
フ
懐
妊
ス
レ
バ
其
ノ
子
施
陀
羅

二
劣
ル
ガ
如
シ
。
（本
尊
砂
）

例
セ
バ
王
女
卜
下
女
卜
天
子
ノ
種
子
ヲ
下
サ
ザ
レ
バ
、
国
王
卜
為
ザ
ル
ガ
如
シ
。
（曽
谷
入
道
殿
許
御
書
）

と
仰
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
女
の
方
は
王
女
で
あ
ろ
う
が
下
女
で
あ
ろ
う
が
ど
ち
ら
で
も
よ
い
、
種
は
女
よ
り
も
男
に
あ
る
の
で
す
。
た
と

へ
女
は
三
女
で
あ
つ
て
も
天
子
の
種
子
を
懐
妊
せ
ず
、
他
の
上
民
の
種
子
を
懐
妊
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
生
れ
た
子
は
絶
対
に
王
子
と
な
つ
て

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

| |
王 国
妃 王

母 父

| |
円 本
理 佛
| |
境 智

所 能
照 照

| |
|

和
合

冥境
合智

↓
王
子

|

主

薩
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と 佛 に 師 此        そ す 国 の 王

の つ す い は        表 な 本 智 妊
真 て と う 三        に く 佛 た す
理 そ こ 始 諦        な て と る れ
と の ろ 覚 不        り は 円 佛 ば
な 理 の 無 融        ま な 融 の 其
り は 理 常 と        す り 実 方 の
実  真  ヤよ  ′)  い                                

°
  ま  本目  が  」ヒ

相 理 一 佛 う           せ と 肝 ま
と で 体 で 未         ん の 要 れ
な も 何 あ 開         °

境 で る
る 実 で つ の         智 あ 子
の 相  あ て 理                    冥  り は
で で る  ｀ で            合 ま 王
あ も か 爾 あ          よ す 子
り な と 前 り         り

°
と

ま い い 未
｀         生 真 な

す
｀ へ 開 智          ず の る°
真 ば の 危          る 王 こ
理  ｀ 実 と             の 子 と
と  そ  本目  は                                       で  は  が
か れ を 伝          あ 王 で
実 は 下 教            り 妃 き
本目  権  女  大                                       ま  が  る

―- 68 …・



述
門
法
華
経
の
境
妙
智
危
の
境
妙
と
は
法
華
開
顕
の
三
諦
円
融
の
実
相
、
理
の
一
念
三
千
で
す
。
警
の
方
で
は
こ
れ
を
王
女
と
い
う
の
で

す
。
智
危
と
は
始
成
正
覚
の
述
佛
で
、
本
門
よ
り
見
れ
ば
や
つ
ば
り
未
免
無
常
の
近
佛
で
あ
つ
て
こ
れ
は
や
つ
ば
り
上
民
で
す
。
述
門
法
華

経
に
お
い
て
は
三
諦
円
融
の
理
の
常
住
を
説
く
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
覚
る
佛
は
無
常
の
佛
で
、
こ
の
無
常
の
佛
の
智
と
円
融
実
相
の
常
住
の

境
と
、
境
智
冥
合
し
た
も
の
が
諸
法
実
相
、
理
の
一
念
三
千
な
の
で
す
。
故
に
境
妙
智
危
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
境
妙
智
危
の
境
智

冥
合
で
は
真
の
佛
種
は
生
じ
て
来
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
本
門
法
華
経
の
境
智
で
す
が
、
本
門
法
華
経
と
い
つ
て
も
此
の
場
合
は
本
地
本
門
で
な
く
て
述
中
之
本
、
脱
益
の
本
門
で
す
。
こ
の

と
き
の
境
妙
は
円
融
実
相
、
客
観
的
に
存
在
す
る
三
千
三
諦
の
真
如
な
の
で
す
。
之
を
証
る
能
証
の
佛
は
久
遠
実
成
の
本
佛
釈
尊
で
あ
り
ま

す
。
之
が
智
妙
で
あ
り
ま
す
。
所
証
の
境
も
常
住
な
れ
ば
能
証
の
佛
も
久
遠
で
す
か
ら
、
境
智
倶
に
妙
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
久
遠
本
佛
の

智
妙
を
以
て
法
界
常
住
の
実
相
を
証
得
し
境
智
冥
合
す
れ
ば
、
そ
こ
に
現
れ
る
本
佛
内
証
の
真
如
は
常
住
に
し
て
而
も
法
界
の
万
法
に
具
現

さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
前
に
申
し
ま
し
た
事
の
一
念
三
千
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
の
一
念
三
千
が

一
切
衆
生
の
佛
種
子
で
あ
り
ま

す
。
故
に
管
に
於
て
は
円
融
実
相
の
境
妙
を
王
妃
と
し
、
久
遠
本
佛
の
智
を
大
王
と
し
、
こ
の
円
理
実
相
の
王
妃
の
母
と
久
遠
本
佛
の
父
大

王
と
境
智
冥
合
し
て
生
ず
る
も
の
は
一
念
三
千
の
佛
種
を
性
徳
に
具
備
す
る
佛
子
な
の
で
あ
り
ま
す
。
在
世
本
門
の
衆
生
は
此
の
一
念
三
千

を
証
し
て
脱
益
を
成
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
ら
ば
末
法
下
種
の
妙
法
蓮
華
経
は
ど
う
で
あ
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
円
理
実
相
の
境
妙
と
久
遠
本
佛
（紅
姓
）
の
智
妙
と
境
瑠
冥
合
し
た

事
の
一
念
三
千
の
佛
種
子
を
総
在
す
る
総
名
の
妙
法
蓮
華
経
で
あ
り
ま
す
。

今
述
門
の
境
智
と
本
門
の
境
智
と
の
不
同
を
証
文
を
以
て
示
し
ま
す
と
、
弘
経
抄
第
二
（
一隆
∝
一ぎ

に

述
門
の
意
は
佛
界
は
始
覚
近
成
の
故
に
、
佛
界
の
父
土
民

（智
）
に
し
て
述
中
諸
部
の
円
の
教
妙
の
妃

（境
）
と
境
智
冥
合
し
て
、
大
通

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

下
種
を
下
せ
ば
、
二
乗
三
五
七
九
の
王
子
成
佛
の
十
界
互
具
界
如
三
千
の
妙
法
蓮
華
経
な
る
故
に
、
父
の
佛
界
の
土
民
の
辺
に
引
か
れ
て

仮
名
の
妙
法
蓮
華
経
と
な
る
な
り
。
之
を
秘
す
べ
し
之
を
秘
す
べ
し
。

次
に
本
門
妙
法
蓮
華
経
と
は
、
三
千
十
界
の
中
に
第
十
佛
界
の
父
の
久
遠
大
王

（智
）
と
、
今
日
述
中
諸
部
の
円
の
教
妙
の
妃
、
久
遠
法

身
実
相
の
妃
（以
上
境
）
と
、　
境
智
冥
合
し
て
上
行
等
の
九
界
の
種
子
を
下
せ
ば
、
上
行
九
界
の
王
子
と
佛
界
の
父
母
と
十
界
互
具
し
て
、

界
如
三
千
の
妙
法
蓮
華
経
を
成
ず
る
故
に
、
父
母
子
上
薦
に
し
て
十
界
三
千
久
遠
な
る
故
に
真
実
の
妙
法
蓮
華
経
な
り
。
之
を
秘
す
べ
し

之
を
秘
す
べ
し
。
是
れ
即
ち
観
心
抄

・
開
目
抄
等
の
意
な
り
。
此
の
旨
を
知
ら
ざ
る
諸
流
の
学
者
は
本
述
二
門
の
妙
法
蓮
華
経
を

一
致
と

謬
解
す
る
な
り
。

と
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
之
を
図
表
し
ま
す
と
、

述
門―一［
一［
¨
¨̈
輌
「̈
一̈
¨̈
中一一疇］時
』［
¨
呻Ｈ一‐針
期‐
仮名妙
法蓮華
経

本門―
［
一中
”い一い
遠実のの「
中̈
中
中̈け
時中
時時
日
呻̈日一‐酎
期‐
真実
妙法蓮華
経

一一一一中］］響一一『一『一一い̈』法一本一一』一̈警一“一一い， 響一一̈̈
い一］̈］〕一で味華あの経̈̈
一「中枠・一一颯 ―- 70 -―



法
蓮
華
経
を
総
名
妙
法
蓮
華
経
の
体
内
に
摂
し
て
始
め
て
末
法
下
種
の
要
法
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
述
門
に
於
て
は
境
智
冥
合
と
い
う
け
れ
ど
も
、
境
は
王
妃
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
覚
る
べ
き
所
の
智
は
始
覚
無
常
の
佛
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
境
智
冥
合
し
て
大
通
下
種
の
妙
法
蓮
華
経
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
大
通
下
種
と
い
う
け
れ
ど
も
こ
れ
は
久
遠
下
種
か
ら
見
れ
ば
大
通
結

縁
即
ち
実
際
は
熟
益
で
す
。
こ
の
大
通
下
種
の
妙
法
は

「
仮
名
の
妙
法
蓮
華
経
」
だ
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。
妙
楽
大
師
が

「外
ハ
即
チ
実

ア
リ
、
名
ハ
即
チ
仮
立
ナ
リ
」
と
か
、

「故

二
仮
妙
ノ
名
、
以
テ
妙
理
ヲ
詮
ス
」
と
か
い
は
れ
て
い
る
の
が
述
門
大
通
下
種
の
妙
法
蓮
華
経

な
の
で
す
。
釈
義
の
一
に

声
色
ノ
近
名
ヲ
尋
ネ
テ
無
相
ノ
極
理
二
至
ラ
シ
ム
、
故

二
此
ノ
妙
法
ノ
名
フ
以
テ
実
相
ノ
法
二
名
ケ
テ
妙
機
ノ
應

二
実

二
入
ル
ベ
キ
者
ニ

施
設
ス

と
あ
り
ま
す
。
実
相
の
極
理
は
無
相
で
あ
り
、
言
辞
の
相
を
超
越
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
衆
生
は
直
ち
に
無
相
の
理
を
解
し
之
を
証
る

こ
と
は
で
き
な
い
、
故
に
佛
は
無
相
の
極
理
を
証
ら
し
め
ん
と
し
て
声
色
の
近
名
即
ち
言
語
と
か
文
字
を
借
つ
て
妙
法
蓮
華
経
と
名
け
て
教

と
し
て
衆
生
に
施
設
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
れ
ば
妙
法
蓮
華
経
は
仮
り
の
名
だ
と
い
う
の
で
あ
つ
て
、
衆
生
の
方
か
ら
い
へ
ば
こ
の
仮
名

の
妙
法
蓮
華
経
を
尋
ね
て
無
相
の
極
理
に
至
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
述
門
法
華
経
を
依
用
す
る
天
台
宗
の
行
き
方
で
あ
り
ま
す
。
さ
れ

ば
天
台
宗
は
止
観
の
と
き
の
本
尊
は
阿
弥
陀
佛
で
あ
ろ
う
が
、
薬
師
如
来
で
あ
ろ
う
が
、
釈
迦
如
来
で
あ
ろ
う
が
、
大
日
如
来
で
あ
ろ
う
が

何
で
も
よ
い
、
ひ
ど
い
の
は

一
行
阿
閣
梨
や
弘
法
大
師
な
ど
を
本
尊
と
し
て
い
る
天
台
宗
の
寺
院
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
本
当
な
ん
で
す
。

天
台
宗
寺
院
の
本
尊
を
調
査
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
載
つ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
彼
の
宗
は
何
も
の
を
本
尊
に
し

て
も

よ

い

し
、
ま
た
南
無
阿
弥
陀
佛
で
も
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
も
何
を
唱
へ
て
も
よ
い
、
唱
へ
る
こ
と
が
目
的
で
も
な
け
れ
ば
主
旨
で
も
な
い
。
だ
か

ら
彼
の
宗
に
は
謗
法
な
ん
て
い
う
こ
と
は
な
い
、
何
を
祀
ろ
う
が
何
と
唱
へ
よ
う
が
、
そ
れ
は
皆
実
相
を
証
る
方
便
で
す
か
ら
何
だ
つ
て
か

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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証
事
の
一
念
三
千
是
好
良
薬
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
い
う
の
で
す
。
法
華
経

一
部
を
用
い
る
が
そ
れ
は
本
勝
述
劣
本
門
の
意
を
以
て
法
華

経

一
部
を
用
い
る
の
だ
、
そ
の
本
勝
述
劣
の
本
門
の
中
心
は
何
か
、
そ
れ
は

「寿
量

一
品
正
明
本
述
」
で
唯
寿
量

一
品
で
あ
る
。
そ
の
寿
量

品
は
一
体
何
を
説
い
た
の
か
、
そ
れ
は
本
佛
釈
尊
が
久
遠
に
実
証
さ
れ
た
所
の
事
の
一
念
三
千
を
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
即
ち
是

好
良
薬
上
行
所
伝
の
妙
法
蓮
華
経
だ
と
い
う
。
而
も
彼
派
で
は

「本
宗
の
教
義
は
八
品
派
よ
り
も
う

一
歩
前
進
し
た
も
の
だ
、
八
品
派
は
下

種
を
い
う
け
れ
ど
も
そ
の
種
子
は
一
体
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
、
即
ち
下
種
の
実
体
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
の
だ
、
そ
れ
を
明
ら
か
に

せ
ら
れ
た
の
が
日
隆
聖
人
よ
り
後
に
出
で
た
日
真
聖
人
で
あ
る
な
ど
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
主
張
で
す
と
脱
と
下
種
と
の
区
別
が
な
い
、
種

脱

一
双
と
か
種
脱

一
体
の
所
に
止
ま
つ
て
い
る
。
末
法
に
下
種
す
る
と
こ
ろ
の
種
子
は
何
か
と
い
へ
ば
、
本
佛
釈
尊
が
久
遠
当
初
に
証
得
し

た
も
の
だ
と
い
う
。
証
り
の
法
と
下
種
の
法
と
は
一
つ
の
も
の
だ
と
い
う
。
な
る
ほ
ど
脱
益
の
法
体
と
下
種
の
種
子
と
は
体
と
し
て
は
同
じ

で
あ
る
が
、
脱
益
の
法
体
は
そ
の
ま
ま
下
種
の
法
と
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
脱
益
の
本
因
本
果
の
法
体
を
久
遠
下
種
の
所
に
還
し
て
下
種
の

種
子
と
し
、
こ
の
種
子
を
更
に
総
名
妙
法
蓮
華
経
の
体
内
に
摂
し
て
こ
そ
、
始
め
て
末
法
下
種
の
要
法
と
な
る
の
で
す
。
脱
益
の
法
体
は
本

因
果
不
二
の
法
体
で
本
果
を
面
と
す
る
も
の
、
下
種
の
種
子
は
本
因
果
而
二
の
法
体
で
本
因
を
面
と
す
る
も
の
、
然
し
こ
の
種
子
も
そ
の
ま

ま
で
は
や
は
り
法
体
で
証
り
の
対
象
と
な
つ
て
も
信
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
故
に
開
目
砂
に
は

但
天
台
（妖
粕
躙
）
の
一
念
三
千
こ
そ
佛
に
な
る
べ
き
道
と
み
ゆ
れ
。
此
の
一
念
三
千
も
我
等

一
分
の
意
解
も
な
し
。
而
れ
ど
も

一
代
経
々

の
中
に
は
此
経

（総
名
妙
法
蓮
華
経
）
計
り

一
念
三
千
の
王
を
い
だ
け
り
。
…
…
此
経

（総
名
妙
法
蓮
華
経
）
は
愚
人
も
佛
因
を
種
ゆ
ベ

し
。
（建
社）

と
い
い
、
本
尊
抄
に
は

一
念
三
千
（別
体
）
ヲ
識
ラ
ザ
ル
者
ニ
ハ
佛
大
慈
悲
ヲ
起
シ
、
五
字
（総
名
妙
法
蓮
華
経
）
ノ
内
コ
此
珠
ヲ
裏
ミ
末
代
幼
稚
ノ
頸

二
懸
サ
シ
メ

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て



本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

タ
マ
フ
。
（銅
一一四）

と
い
わ
れ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

彼
の
流
は

「
八
品
流
は
下
種
を
い
う
け
れ
ど
も
下
種
の
実
体
た
る
佛
種
を
純
明
し
て
い
な
い
」
な
ど
と
い
つ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は

日
隆
聖
人
の
御
聖
教
を
全
然
読
ん
で
い
な
い
証
拠
で
あ
り
ま
す
。
而
も
彼
は

「
日
真
聖
人
は
日
隆
聖
人
よ
り

一
歩
前
進
し
た
の
だ
」
な
ん
て

い
う
け
れ
ど
も
、
日
真
聖
人
の
教
義
は
日
隆
聖
人
の
教
義
を
却
つ
て
後
退
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
つ
て
よ
い
の
で
あ
り
ま
す
。
何
と
な

れ
ば
妙
法
蓮
華
経
を
あ
く
ま
で
寿
量
所
顕
の
一
念
三
千
と
し
て
い
る
の
で
、
別
体
の
域
を

一
歩
も
出
で
て
い
な
い
、
従
つ
て
種
脱

一
体
論
の

み
で
種
脱
勝
劣
論
が
な
い
の
で
す
。
御
承
知
の
よ
う
に
本
尊
砂
に
は
種
脱
の
勝
劣
を
明
ら
か
に
し
て
あ
り
ま
す
ね
。

在
世
ノ
本
門
卜
末
法
ノ
初

ハ
一
同
二
純
円
ナ
リ
。
但
シ
彼
ハ
脱
、
此
ハ
種
、
彼
ハ
一
品
二
半
、
此
ハ
但
題
ロ
ノ
五
字
ナ
リ
。
（
一同
一
四
）

「在
世
ノ
本
門
卜
末
法
ノ
初
」
は
時
に
約
し
、

「彼

ハ
脱
、
此
ハ
種
」
は
益
の
辺
よ
り
、

「彼
ハ
一
品
二
半
」
は
教
相
に
約
し
、

「但
題
目

ノ
五
字
」
は
観
心
に
於
て
彼
此
相
対
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
御
文
は
脱
の
教
相
を

「
一
品
二
半
」
と
し
て
下
種
の

「
本
門
八
品
」
と
い

う
教
相
を
略
し
、
観
心
に
於
て
は

「彼
は

一
念
三
千
」
と
い
う
べ
き
を
略
し
て
下
種
の
要
法
を

「但
題
ロ
ノ
五
字
」
と
挙
げ
た
の
で
あ
つ
て

是
れ
は
影
略
互
顕
で
す
。
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
と
ん
で
も
な
い
誤
謬
を
犯
す
の
で
あ
り
ま
す
。

（益
）
　

（教
相
）
　

（観
心
）
　

　

　

　

・
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こ
の
種
脱
相
対
を
日
蓮
宗
や
其
他
で
は
皆
教
観
相
対
な
ど
と
い
つ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
な
る
誤
り
で
あ
り
ま
す
。
教
観
は
相

対
す
べ
き
も
の
で
な
く
相
応
す
べ
き
も
の
で
す
。
彼
等
は

「教
相
と
は
脱
益
の
本
門
、
即
ち
一
品
二
半
で
あ
り
、
観
心
と
は
末
法
下
種
の
妙
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法
蓮
華
経
で
あ
つ
て
、　
一
品
二
半
と
妙
法
蓮
華
経
と
相
対
し
、　
一
品
二
半
の
教
相
を
捨
て
て
観
心
た
る
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
取
る
の
だ
、

こ
れ
が
即
ち
捨
劣
得
勝
な
ん
だ
」
な
ん
て
い
う
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
そ
も
そ
も
の
間
違
い
で
教
を
捨
て
て
観
を
取
る
な
ん
て
ム

チ
ヤ
な
こ
と
は
で
き
な
い
。
教
相
は
教
相
と
相
対
し
、
観
心
は
観
心
と
相
対
す
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。
脱
益
の
本
門
の
教
相

は

一
日Ｔ

一

半
、
下
種
の
本
門
の
教
相
は
本
門
八
品
で
あ
る
か
ら

一
品
二
半
と
本
門
八
品
と
の
対
判
で
あ
り
、
脱
益
本
門
の
観
心
は
事
の
一
念
三
千
、
下

種
本
門
の
観
心
は
妙
法
蓮
華
経
で
あ
つ
て
両
者
を
相
対
し
て
勝
劣
を
判
ず
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
従
つ
て
脱
に
於
て
は

一
品
二
半
の
教
相
と

一

念
三
千
の
観
心
と
は
相
応
し
、
下
種
に
於
て
は
本
門
八
品
の
教
相
と
妙
法
蓮
華
経
の
観
心
と
は
相
応
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

大
体
教
と
は
文
字
に
現
れ
た
経
文
で
あ
り
、
ま
た
、
経
文
の
文
面
に
説
か
れ
て
い
る
教
義
で
あ
り
、
観
心
と
は
教
相
の
裏
に
か
く
さ
れ
て

い
る
法
体
の
意
味
で
あ
り
ま
す
。
観
心
と
い
う
語
は
本
来
は
心
を
観
ず
る
と
い
う
修
行
を
現
は
す
の
で
す
が
、
そ
の
修
行
は
一
体
何
を
す
る

の
か
と
い
う
と
、

「観
心
ト
ハ
我
ガ
己
心
ヲ
観
ジ
テ
十
法
界
ヲ
見
ル
」
と
い
う
ん
で
す
か
ら
理
を
観
ず
る
修
行
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
そ

の
所
観
の
理
を
観
心
と
い
う
、
所
観
の
理
は
何
処
に
あ
る
か
、
そ
れ
は
経
典
の
文
裏
に
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
経
典
の
裏
に
在
る
法
体
を
観

心
と
い
い
、
経
典
の
文
面
に
現
れ
て
い
る
も
の
を
教
相
と
い
う
の
で
す
。
日
蓮
宗
や
日
蓮
正
宗
そ
の
他
で
も
文
上
と
文
底
を
や
か
ま
し
く
主

張
し
て
い
る
、　
一
品
二
半
又
は
寿
量
品
が
文
上
で
、
題
目
の
五
字
は
文
底
だ
と
い
う
。
創
価
学
会
の

「折
伏
経
典
」
を
見
る
と
、
文
上
の
寿

量
品
は
在
世
脱
佛
の
所
説
で
あ
り
、
寿
量
文
底
の
法
は
末
法
本
佛
日
蓮
大
聖
人
所
顕
の
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
、
故
に
末
法
に
於
て
は
脱
佛
の

法
華
経
は
要
ら
ん
の
だ
な
ん
て
書
い
て
あ
る
。
田
中
智
学
先
生
の
説
も
こ
れ
と
同
様
で
す
。
わ
が
日
隆
聖
人
に
は
文
上
文
底
の
相
対

だ
と

か
、
教
観
相
対
だ
と
か
捨
劣
得
勝
な
ん
て
い
う
は
全
然
あ
り
ま
せ
ん
。
日
隆
聖
人
に
於
て
は
初
め
相
対
し
て
勝
劣
を
判
じ
次
に
開
会
し
て
劣

を
勝
の
中
に
取
容
れ
、
而
し
て
開
会
し
た
上
に
於
て
能
開
と
所
開
、
能
摂
と
所
摂
と
を
論
ず
る
の
が
日
隆
聖
人
の
宗
義
上
の
定
軌

な

の
で

す
。
そ
れ
が
事
実
宗
祖
大
聖
人
の
教
義
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
法
華
経
の
内
容
は
一
体
何
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は

一
切
経
で
す
。
法
華
経
は

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て



木
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

一
切
経
を
以
て
内
容
と
す
る
ん
で
す
。
し
か
し
そ
こ
に
於
て
能
所
を
立
て
、
妙
法
蓮
華
経
を
能
開
と
し
、　
一
切
経
を
所
開
と
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
、
日
蓮
大
聖
人
の
念
佛
批
判
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
し
よ
う
。
十
章
砂
（端
七
七
）
に
　
，

法
華
経
は
能
開
、
念
佛
は
所
開
な
り
。
…
…
…
設
ひ
開
会
を
さ
と
れ
る
念
佛
な
り
と
も
、
猶
体
内
の
権
は
体
内
の
実
に
及
ば
ず
。

と
あ
り
ま
す
。
能
開
所
開
と
い
う
こ
と
は
要
ら
な
い
も
の
は
全
部
捨
て
て
要
る
も
の
だ
け
を
取
る
と
い
う
の
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
能

所
の
区
別
を
し
て
勝
劣
を
判
ず
る
、
捨
て
て
し
ま
う
の
と
ち
が
う
、
両
者
を

一
往
比
較
対
照
し
て
勝
劣
を
判
ず
る
が
次
に
劣
を
勝
に
摂
め
、

そ
の
上
で
更
に
能
所
を
判
ず
る
の
で
す
。
此
の
場
合
や
は
り
所
開
は
能
開
の
体
内
に
摂
ま
つ
て
あ
る
の
で
す
。
こ
れ
が
本
当
の
勝
劣
判
な
ん

で
す
。

大
体
文
上
文
底
と
い
う
語
は
開
目
抄
か
ら
出
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
を
諸
派
何
れ
も
取
つ
て
お
る
の
で
す
が
、
殊
に
大
石
寺
日
寛
な
ど
は

二
重
秘
伝
抄
、
文
底
秘
沈
抄
等
に
於
て
盛
ん
に
之
を
主
張
し
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
現
代
日
蓮
宗
学
の
祖
と
も
い
う
べ
き
優
陀
那
日
輝
上

人
は

「但
文
底
の
語
決
し
て
文
上
に
対
す
る
に
非
ざ
る
な
り
」

（文
底
秘
沈
決
）
と
文
上
文
底
の
相
対
を
否
定
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
現
代
の
日
蓮
宗
の
学
者
や
其
他
の
学
者
が
何
れ
も
優
陀
那
上
人
を
尊
敬
し
な
が
ら
文
上
文
底
の
相
対
つ
ま
り
教
観
相
対
を
主

張
す
る
と
い
う
こ
と
は
お
か
し
な
こ
と
で
す
。
私
も
こ
の
文
上
文
底
と
い
う
こ
と
が
日
隆
聖
人
の
御
遺
著
中
に
出
て
来
な
い
か
と
思
つ
て
先

年
よ
り
心
掛
け
て
い
た
の
で
す
が
、
文
上
文
底
の
語
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
と
相
似
す
る
文
面
文
底
と
い
う
語
を
私
が
今
校
正
中
の
宗
要

集
の
二
乗
部
の
中
に
発
見
し
た
の
で
す
。
そ
の
文
は
こ
う
で
す
。

開
目
抄
上
巻
の
如
く
述
門
の
記
小
を
破
廃
し
て
本
門
の
記
小
を
顕
し
、
猶
本
門
の
十
界
の
因
果
を
以
て
本
因
本
果
事
の
三
千
の
妙
法
、
上

行
要
付
に
裏
ん
で
、
大
乗
の
声
聞
の
名
体
を
取
て
本
化
上
行
の
鉢
内
に
収
め
、
本
門
八
品
所
開
の
文
底
に
隠
し
居
て
大
乗
の
声
聞
の
名
体

を
絶
し
て
、
更
に
入
品
能
開
の
文
面
に
は
、
涌
出
品
の
前
三
後
三
の
釈
の
約
束
己
後
は
大
乗
の
声
聞
等
述
化

・
他
方
見
え
ず
、
故
に
久
速
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下
種
の
要
法
を
以
て
末
法
下
種
に
授
け
ん
が
為
に
、
以
要
言
之
し
て
上
行
独
り
に
之
を
付
す
っ

こ
の
文
に
は
文
底
文
面
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
当
宗
の
立
場
で
す
。
彼
等
は
文
上
を
捨
て
ゝ
文
底
を
取
る
と
い
う
が
、
当
宗

の
立
場
は
そ
う
で
な
く
、
其
の
反
対
、
文
底
を
正
と
せ
ず
し
て
文
面
を
以
て
正
意
と
す
る
、
こ
れ
が
日
隆
聖
人
の
行
き
方
で
あ
り
、
そ
の
根

本
は
宗
祖
大
聖
人
の
御
法
門
な
の
で
あ
り
ま
す
。
上
行
要
付
の
妙
法
蓮
華
経
と
い
う
も
の
は
末
法
の
下
機
た
る
愚
者
悪
人
を
対
象
と
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
従
つ
て
目
に
見
え
な
い
よ
う
な
文
底
の
法
門
だ
と
か
文
底
の
真
理
だ
と
か
を
説
く
の
で
は
な
く
し
て
、
日
に
見
え
る
も
の

言
葉
に
現
れ
て
い
る
も
の
、
こ
れ
を
正
意
と
す
る
の
で
す
。
だ
か
ら
方
便
品
の
寄
言
歎
、
絶
言
歎
の
中
に
は
寄
言
歎
を
正
意

′
と
す
る
の
で
す

諸
佛
ノ
智
慧
ハ
甚
深
無
量
ナ
リ
。
其
ノ
智
慧
ノ
門
ハ
難
解
難
入
ナ
リ
メ
ム

こ
れ
は
寄
言
歎
、
諸
佛
の
智
慧
を
言
語
に
寄
せ
て
称
歎
し
て
い
る
の
で
す
。
絶
言
歎
の
方
は

止
ミ
ナ
′
合
利
弗
、
復
説
グ
ベ
カ
ラ
ズ

と
い
う
。
こ
れ
は
言
語
に
現
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
、
か
よ
う
に
佛
の
智
慧
を
称
歎
す
る
の
に
二
つ
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
こ
れ
は
起
信

論
な
ど
で
い
う
依
言
真
如
と
離
言
真
如
と
に
相
当
し
ま
す
。　
一
般
の
大
乗
諸
宗
や
天
台
宗
で
は
絶
言
歎
即
ち

「唯
佛
与
佛
乃
能
究
尽
諸
法
実

相
」
で
、
凡
夫
二
乗
菩
薩
な
ど
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
の
真
理
を
主
張
す
る
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
当
宗
に
於
て
は
絶
言
の

真
如
よ
り
も
寄
言
の
教
法
を
以
て
正
意
と
す
る
ん
で
す
。
つ
ま
り

「な
か
な
か
に
尚
里
近
く
な
り
に
け
り
、
あ
ま
り
に
山
の
奥
を
尋
ね
て
」

の
意
で
す
。
里
か
ら
山
の
奥
に
入
つ
て
却
つ
て
そ
の
山
を
超
え
て
山
の
向
う
の
里
に
出
て
来
る
。
山
に
入
る
前
の
里
は
こ
れ
小
乗

三
蔵

で

す
。
三
蔵
は
本
門
の
朽
本
書
と
い
い
ま
す
。
何
故
か
と
申
し
ま
す
と
三
蔵
昆
曇
も
本
門
も
ど
ち
ら
も
事
の
相
対
差
別
の
面
を
説

く

か
ら

で

す
。
通
教
と
述
門
と
は
理
の
平
等
な
る
面
を
主
張
し
ま
す
が
、
小
乗
昆
曇
有
門
と
本
門
と
は
事
相
の
面
を
主
張
す
る
の
で
す
。
三
蔵
の
事
と

は
凡
夫
所
見
の
三
界
の
有
相
差
別
の
世
界
で
あ
り
、
本
門
の
事
と
い
う
の
は
本
佛
知
見
の
真
実
の
有
相
相
対
差
別
の
世
界
な
の
で
す
。
小
乗

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

の
事
相
差
別
の
世
界
よ
り
絶
対
平
等
の
真
理
に
悟
入
し
よ
う
と
い
う
の
が
大
乗
で
、
そ
の
極
理
が
述
門
の
諸
法
実
相
で
あ
り
ま
す
。
本
門
は

こ
の
極
理
の
世
界
即
ち
奥
山
を
超
え
た
本
佛
知
見
の
久
遠
本
時
の
事
相
差
別
の
世
界
即
ち
山
の
向
う
の
里
を
説
く
の
で
あ
り
ま
す
。
里
か
ら

山

へ
、
山
か
ら
里
へ
、
即
ち
相
対
か
ら
絶
対

へ
、
絶
対
の
上
に
更
に
相
対
を
顕
す
の
が
当
宗
の
立
場
な
の
で
す
。
だ
か
ら
当
宗
は
一
貫
し
て

絶
対
の
上
の
相
対
差
別
を
説
く
の
で
あ
り
ま
す
。
寄
言
、
絶
言
の
二
類
の
中
、
絶
言
は
絶
対
平
等
の
真
理
即
ち
山
の
奥
で
す
。
寄
言
は
久
遠

本
時
の
寂
光
世
界
、
真
の
事
の
世
界
つ
ま
り
山
を
超
え
た
里
な
ん
で
す
。
寄
言
の
世
界
か
ら
絶
言
の
真
理
へ
、
絶
言
よ
り
寄
言
の

「我
此
土

安
穏
天
人
常
充
満
」
の
寄
言
の
世
界
へ
か
へ
る
と
い
う
の
が
当
宗
の
行
き
方
で
あ
り
、
寄
言
を
以
て
正
意
と
す
る
の
で
す
。

そ
の
如
く
今
の
文
底
文
面
も
文
面
よ
り
文
底

へ
、
文
底
よ
り
文
面
へ
出
て
来
る
の
が
当
宗
の
意
な
ん
で
す
。
文
面
と
い
う
の
は
経
文
の
表

面
に
説
き
明
か
さ
れ
て
い
る
二
乗
作
佛
と
か
久
遠
実
成
と
か
、
又
は
上
行
所
伝
と
か
い
う
教
義
な
の
で
す
こ
れ
は
十
人
経
文
を
拝
讀
し
て
十

人
な
が
ら
会
得
の
で
き
る
も
の
で
す
。
勿
論
我
々
は
天
台
の
三
大
部
と
か
、
宗
祖
の
御
妙
判
と
か
を
依
拠
と
し
て
拝
見
す
る
ん
で
す
が
、
併

し
こ
の
よ
う
な
教
義
は
誰
に
で
も
わ
か
る
も
の
、

「
日
蓮
宗
読
本
」
に

「法
華
経
の
教
義
は
何
か
、
そ
れ
は
二
乗
作
佛
、
久
遠
実
成
で
、
こ

れ
が
法
華
経
の
二
大
教
義
だ
、
こ
れ
を
日
蓮
聖
人
が
発
見
し
た
法
門
だ
」
な
ん
て
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
ニ
ケ
の
大
事
は
日
蓮
聖
人
に

於
て
始
め
て
発
見
さ
れ
た
教
義
で
は
な
い
、
既
に
天
台
大
師
が
三
大
部
の
中
に
説
い
て
居
ら
れ
る
、
天
台
大
師
の
創
見
で
は
な
い
、
そ
れ
以

前
の
光
宅
に
於
て
も
そ
う
言
つ
て
い
る
。
光
宅

（法
雲
）
は
法
華
経
を
因
門
と
果
門
と
に
分
け
て
因
門

（限
精
助
碗
）
に
於
て
は
因
位
た
る
衆

生
所
具
の
佛
性
を
説
く
し
、
果
門
（厭
精
励
鉢
）
に
於
て
は
果
人
た
る
佛
の
久
遠
成
道
を
現
は
す
の
だ
と
云
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
教
義
は

誰
が
見
て
も
そ
う
見
え
る
も
の
で
す
。

「
日
蓮
宗
読
本
」
は
日
蓮
大
聖
人
の
創
見
で
も
な
い
ニ
ケ
の
大
事
を
日
蓮
聖
人
の
創
見
の
よ
う
に
説

き
な
が
ら
、
日
蓮
大
聖
人
の
出
世
の
本
懐
、
前
人
未
顕

（天
台
は
説
く
も
未
だ
重
要
視
し
て
い
な
い
）
の
本
門
八
品
所
顕
の
上
行
要
付
を
見

落
し
て
い
る
の
が
大
な
る
ミ
ス
で
す
。

―- 78 -―



か
よ
う
に
文
面
の
教
義
は
光
宅

ｏ
天
台
誰
で
も
観
取
し
得
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、
文
裏
に
か
く
れ
て
い
る
法
理
は
誰
で
も
が
窺
う
こ
と
が

で
き
な
い
、
天
台
大
師
は
法
華
経
か
ら

一
念
三
千
を
窺
ひ
取
り
、
宗
祖
大
士
は
事
の
一
念
三
千
を
窺
ひ
取
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を

そ
の
ま
ま
末
代
の
凡
夫
に
与

へ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
も
う

一
遍
理
か
ら
事
に
、
絶
言
か
ら
寄
言
に
出
て
来
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
諸
御
書
は
そ
の
意
な
の
で
す
。
四
信
五
品
紗
に

間
フ
、
汝
何
ゾ

一
念
三
千
ノ
観
門
ヲ
勧
進
セ
ズ
シ
テ
唯
題
目
許
リ
フ
唱
ヘ
シ
ム
ル
ヤ

答
テ
日
ク
、
日
本
ノ
ニ
字
二
六
十
六
国
ノ
人
畜
財
ヲ
摂
尽
シ
テ

一
ツ
モ
残
サ
ズ
、
月
支
ノ
両
字

二
豊
二
七
十
ケ
国
無
カ
ラ
ン
ヤ
。
妙
薬
云

グ
、
略
シ
テ
経
題
フ
挙
グ
ル
ニ
玄
二
一
部
ヲ
収
ム
。
又
云
ク
略
シ
テ
界
如
ヲ
挙
グ
ル
ニ
具
サ
二
三
千
ヲ
摂
ス
ト
・ム云
。

と
あ
り
ま
す
。
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
七
字
の
題
目
の
中
に
は
法
華
経

一
部
の
意
を
収
め
て
い
る
、　
一
念
三
千
の
法
体
も
こ
の
題
目
の
中
に
摂

め
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら

一
念
三
千
の
観
法
は
必
要
な
い
ん
だ
と
否
定
さ
れ
て
し
ま
つ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
本
尊
砂
の
結
文
も
こ
れ
と

同
意
な
ん
で
す
。
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
題
目
は
寄
言
、
言
ひ
か
へ
れ
ば
真
実
の
語
言
陀
羅
尼
な
ん
で
す
。

四
、
法
面
人
裏
か
人
面
法
裏
か

既
に
申
し
ま
し
た
よ
う
に
本
門
の
法
体
は
人
法

一
体
で
あ
つ
て
人
と
法
と
を
全
然
切
離
し
て
そ
の
間
に
勝
劣
取
捨
を
立
て
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
釈
尊

・
上
行
は
単
な
法
で
も
な
く
、
釈
尊

ｏ
上
行
の
人
と

一
念
三
千
の
法
と
は
人
法

一
体
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
人
法

一
体
の
妙
法

（別
体
本
尊
）
に
於
て
、
人
を
正
意
と
す
る
か
法
を
正
意
と
す
る
か
、
即
ち
人
面
法
裏
と
か
法
面
人
裏
と
か
い
う
法
門
が
あ
る

の
で
あ
り
ま
し
て
、
人
法
の
上
に
表
裏
傍
正
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
所
謂
門
下
他
派
に
於
て
は
、
或
る
も
の
は
人
法

一
体
の
み
を
論
じ
て
人
法
に
於
て
表
裏
傍
正
を
論
じ
て
は
な
ら
な
い
と
し
、
或
る
も
の
は
こ
れ
を
論
じ
て
も
本
尊
は
人
の
佛
を
以
て
表
と
し

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

正
意
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
当
宗
に
於
て
は
本
門
の
人
法

一
体
に
於
て
は
人
面
法
裏
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
ん
で
す
。
こ
れ
が
本
宗
の
正
統
教
義
で
あ
り
、
日
隆
聖
人
の
御
指
南
な
の
で
す
。
日
隆
聖
人
は

日
存
聖
人
の
仰
せ
に
は
述
門
流
通
の
意
は
法
を
面
と
為
し
、
神
と
し
て
本
尊
を
談
ず
。
本
門
流
通
の
意
は
人
を
以
て
本
と
な
し
て
本
尊
に

用
ふ
る
な
り
一ム云
。　
…
…
…
…
故
に
本
門
の
意
は
人
の
佛
を
以
て
法
を
詮
じ
顕
し
て
人
法

一
体
の
妙
法
蓮
華
経
を
以
て
上
行
に
付
す
と
云

ふ
。
是
れ
末
代
下
種
の
本
尊
な
り
。
さ
れ
ば
総
名
体
具
の
体
宗
用
と
云
ふ
も
、
述
門
の
意
は
体
の
法
を
以
て
面
と
為
し
、
宗
の
人
の
佛
を

以
て
裏
と
す
る
別
の
三
章
を
以
て
総
名
に
総
す
る
妙
法
蓮
華
経
は
法
を
以
て
本
尊
と
為
す
意
な
り
。
本
門
の
意
は
体
の
法
を
以
て
裏
に
置

き
、
宗
の
本
因
本
果
の
人
の
佛
を
以
て
面
と
す
る
宗
用
体
を
以
て
総
名
に
総
す
る
要
法
は
、
佛
の
人
を
以
て
本
尊
と
為
す
意
な
り
。

（弘
経
抄
一
〇
〇
隆
麓
八一
Ю
）

ま の 下 子

す

先
づ
日
存
聖
人
の
仰
せ
を
図
示
し
ま
す
と

含

'革

曽驚
玄爬ピと,
の つ の い ま
で て 故 の し
あ そ に で て
り の 述 あ  ｀

事事闇ま脅° の 本 す 久
法 佛  ° 遠
は 釈 た の

費詈還曇
三 開 徳 に
千 顕 の 下
の せ 佛 種
実 ず 性 せ
相  ｀ た る｀
化 る 衆

即 道 理 生
ち の 具 を
一 始 三 調
切 終 千 熟
衆  ｀ の す
生 種 法 る
悉 熟 を の
有 脱 覚 で
佛 の 証 あ
性 三 せ り
の 益 し ま
佛 を め し
性  も て て
な 論 久  ｀
の せ 遠 成
で ず 本 佛
あ  ｀ 時 の
り そ 己 種
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本
門
は
化
道
の
始
終
、
種
熟
脱
の
三
益
を
論
じ
、
種
子
、
下
種
を
明
す
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
人
を
以
て
表
と
し
正
意
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
と
申
し
ま
す
の
は
成
佛
の
種
子
は
人

（佛
）
に
あ
る
か
法
に
あ
る
か
と
い
へ
ば
、
本
門
に
於
け
る
人
法

一
体
と
い
う
の
は
、
実
は

本
佛
釈
尊
の
能
観
の
智
を
以
て
所
観
た
る
三
千
実
相
の
境
を
証
得
せ
ら
れ
た
も
の
。
即
ち
三
千
の
境
を
本
佛
釈
尊
の
内
証
に
取
容
れ
た
と
こ

ろ
の
法
な
の
で
あ
り
ま
す
。
い
い
か
へ
れ
ば
三
千
実
相
は
本
佛
釈
尊
の
内
証
に
取
容
れ
ら
れ
た
法
で
あ
っ
て
単
な
る
客
観
的
存
在
と
し
て
の

性
徳
理
具
の
三
千
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
れ
ば
今
の
こ
の
本
佛
釈
尊
の
内
証
に
取
容
れ
ら
れ
た
法
を
事
具
三
千
と
い
う
の
で
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
種
子
、
下
種
を
論
ず
る
本
門
に
於
て
は
、
本
佛
釈
尊
と
い
う
人
が
表
と
な
り
三
千
の
法
は
裏
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
開
目
砂
の
中
に
佛
種
子
と
し
て
の
事
具

一
念
三
千
を
説
か
れ
て
い
る
処
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
処
を
拝
す
れ
ば
一
層
明
瞭
に
な
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
即
ち

伝
教
大
師
は
日
本
顕
密
の
元
祖
、
秀
句
に
云
く
、
他
宗
所
依

経

雖
【有
二　
一
分
佛
母

義
・然

卜ぽ
有
”愛

ミ開
二厳

義
・。
天
台
法
華
宗

具
一厳
愛
ノ義
∵
　
一
切
ノ賢
聖
学
無
学
及
ヒ発
一
ル菩
薩
心
↓者
之
父
ナリ等
一ム云
。
　
真
言

・
華
厳
の
経
々
は
種
熟
脱
の
三
義
名
字
す
ら
猶
な
し
。

何
に
況
や
其
の
義
を
や
。
…
…
法
華
経
の
種
に
依
て
天
親
菩
薩
は
種
子
無
上
を
立
て
た
り
。
天
台
の
一
念
三
千
こ
れ
な
り
。
（織
七
垣
ュ
）

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
中
の
伝
教
大
師
と
い
う
の
は
本
門
内
証
同
致
の
伝
教
大
師
で
あ
り
、

「天
台
法
華
宗
」
と
い
い
、

「
天
台
の

一
念
三

千
」
と
い
ふ
の
は
、
こ
の
天
台
は
外
宜
述
面
の
天
台
で
は
な
く
内
鑑
本
密
の
天
台
で
す
か
ら
、
天
台
法
華
宗
は
実
は
述
門
法
華
宗
で
は
な
く

本
門
法
華
宗
で
あ
り
、　
天
台
の
一
念
三
千
は
実
は
事
の
一
念
三
千
で
あ
り
ま
す
。　
で
は
こ
の
開

目

抄
の
文
意
を
示
し
ま
す
と
こ
う
な
り
ま

十ソ
。

（客観Ｊ

（主
観
）―
事
具
三
千
１
佛
種

| |
佛 佛
父 母

尊 千
1 1
智 境
| |
能 所
観 観
能 所
証 証
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木
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

「
他
宗
所
依
の
経
」
即
ち
爾
前
諸
経
に
は
、
法
界
の
理
法
と
し
て
空
、
中
の
実
相
を
明
し
て
は
い
る
が
、
未
だ
円
融
三
諦
の
実
相
た
る
理
具

三
千
を
明
し
て
い
な
い
か
ら
、　
ヨ

分
佛
母
の
義
有
り
と
雖
も
」
と
い
い
、
ま
た

「但
愛
の
み
有
り
て
厳
の
義
を
開
く
」
と
い
う
の
で
あ
り

ま
す
。
外
宜
述
門
の
法
華
経
は
三
諦
円
融
の
理
具
三
千
を
説
く
か
ら
こ
れ
は
爾
前
諸
経
に
対
し
て
全
分
佛
母
の
義
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
内
鑑
本
門
の

「
天
台
法
華
宗
」
、
即
ち
本
門
法
華
宗
は
愛
た
り
佛
母
た
る
円
融
三
千
の
実
相
を
説
く
上
に
、
更
に
厳
た
り
佛

父
た
る
本
佛
釈
尊
を
開
顕
し
、
以
て
父
母
和
合
、
能
所

一
体
、
主
客

一
如
、
境
智
冥
合
の
事
具
三
千
を
明
す
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
の

父
母
和
合
乃
至
境
智
冥
合
と
い
う
の
は
、
た
だ
両
者
が
依
合
つ
て
一
体
と
な
り
冥
合
し
た
と
い
う
の
で
な
く
、
客
観
の
境
た
る
三
千
実
相
が

主
観
の
智
た
る
本
佛
釈
尊
に
よ
つ
て
証
得
せ
ら
れ
摂
収
さ
れ
た
三
千
を
意
味
す
る
の
で
、
こ
れ
を
有
佛
無
佛
性
相
常
然
と
い
う
純
客
観
的
理

法
た
る
理
具
三
千
に
対
し
て
事
具
三
千
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
具
三
千
は
本
佛
に
よ
つ
て
わ
れ
ら

一
切
衆
生
に
具
足
せ
し
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
が
佛
果
を
顕
成
せ
し
め
る
正
因
た
る
佛
種
子
な
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
故
に
我
等
は
本
佛
釈
尊
の
御
子
即
ち
佛
子

で
あ
り
、
本
佛
釈
尊
は
我
等
三
五
七
九
の
衆
生
の
為
に
父
で
あ
り
ま
す
。
故
に
経
に
は

「今
此
三
界
皆
是
我
有
其
中
衆
生
悉
是
吾
子
」
と
も

「我
亦
為
世
父
」
と
も
い
い
、
今
の
文
に

「
一
切
の
賢
聖
、
学

・
無
学
及
び
菩
薩
心
を
発
せ
る
者
の
父
な
り
」
と
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
さ

れ
ば

一
切
衆
生
の
成
佛
の
種
子
は
佛
母
た
る
法
に
あ
る
の
で
は
な
く
し
て
佛
父
た
る
人
即
ち
本
佛
釈
尊
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
故
に
本
門
に
於
て
は
人
面
法
裏
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
要
す
る
に
述
門
は
法
面
人
裏
の
本
尊
で
あ
り
、
本
門
は
人
面
法
裏
の
本
尊
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
本
門
も
総

名
妙
法
蓮
華
経
体
内
別
体
の
本
門
で
あ
つ
て
、
末
法
下
種
の
総
名
妙
法
蓮
華
経
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
別
体
本
門
で
は
人
法

一
体
人
面

法
裏
の
本
尊
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
脱
益
の
場
合
と
下
種
の
場
合
で
は
そ
の
人
面
法
裏
の
人
に
於
て
不
同
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
日
隆

聖
人
は
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次
に
下
種
の
教
主
と
は
無
作
三
身
の
中
に
は
報
中
論
三
の
本
佛
を
以
て
教
主
と
為
し
、
佛
種
を
成
ず
、
此
の
報
身
に
本
因
本
果
を
具
す
。

在
世
脱
益
の
機
の
為
に
は
一
品
二
半
を
説
い
て
本
因
を
以
て
裏
と
為
し
本
果
を
以
て
表
と
為
す
。
働
て
下
種
の
為
に
は
八
品
を
説
い
て
本

果
を
以
て
裏
と
成
し
本
因
を
以
て
面
と
成
す
。
（弘
経
抄
四
〇
輩
・全
硼
）

と
も
、
ま
た

此
の
本
因
本
果
の
報
身
、
法
界
に
周
遍
す
れ
ば
、
三
千
依
正
の
十
如
の
妙
体
な
り
。
是
れ
三
千
世
間
依
正
宛
然
の
自
受
用
身
、
自
受
用
身

は
当
体
蓮
華
、
当
体
蓮
華
は
本
因
本
果
本
国
上
の
報
身
な
り
。
此
の
報
身
、
本
因
妙
を
以
て
裏
と
為
し
本
果
を
以
て
面
と
為
す
辺
は
、
佛

在
世
正
宗
脱
益
の
教
主
と
成
る
な
り
。
又
本
果
を
以
て
裏
と
成
し
本
因
妙
を
以
て
面
と
為
す
辺
は
流
通
の
教
主
な
り
。
其
の
時
は
釈
尊
の

尊
形
を
変
じ
て
上
行
と
成
る
な
り
。
（同
抄
八
一一却
動
）

と
も
示
さ
れ
、
尚
十
三
問
答
抄

（蝶
∝
七一
）
に
も
こ
の
類
文
が
あ
り
ま
す
。
此
の
意
を
示
し
ま
す
と
即
ち

本
門
―
人
法

一
体
人
面
法
裏
の
人

（本
佛
）
上
国
勘
』
‐ ‐
］
［
脚
霧
‐ ‐
蜘
〔
¨
］
″

と
な
り
ま
す
。
何
故
在
世
脱
益
の
場
合
は
本
果
を
面
と
し
本
因
を
裏
と
す
る
本
因
本
果
十
界
具
足
の
本
佛
釈
尊
を
以
て
本
尊
と
す
る
か
と
い

へ
ば
、
在
世
の
衆
生
は
久
遠
の
過
去
に
於
て
既
に
佛
種
を
下
種
し
て
い
る
衆
生
で
あ
る
か
ら
、
下
種
の
導
師
た
る
本
因
妙
の
菩
薩
を
本
尊
と

す
る
よ
り
も
、
佛
果
成
就
の
本
果
の
佛
身
を
拝
し
、
そ
の
本
果
の
佛
身
に
よ
つ
て
得
脱
の
功
徳
を
増
進
し
こ
れ
を
成
就
す
る
の

で
あ
り

ま

す
。
こ
の
故
に
在
世
脱
益
の
衆
生
の
為
に
は
本
因
を
裏
と
し
本
果
を
面
と
す
る
果
正
困
傍
の
本
佛
釈
尊
を
以
て
本
尊
と
す
べ
き

で
あ
り

ま

す
。
滅
後
末
法
の
時
は
何
故
本
因
面
本
果
裏
の
因
正
果
傍
の
菩
薩
を
本
尊
と
す
る
か
と
い
へ
ば
、
末
法
の
衆
生
は
未
下
種
の
衆
生
と
い
つ
て

未
だ
曾
て
佛
種
を
殖
え
て
い
な
い
衆
生
で
あ
つ
て
、
成
佛
の
正
因
た
る
佛
種
を
下
種
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
佛
種
と

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

い
う
の
は
勿
論
乗
種
た
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
つ
て
事
具
三
千
の
佛
種
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
佛
種
を
下
す
導
師
は
本

因
本
果
、
十
界
具
足
の
本
佛
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
本
因
を
面
と
し
本
果
を
裏
と
す
る
因
正
果
傍
の
本
化
上
行
菩
薩
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
之
を
要
す
る
に
脱
益
と
下
種
と
の
場
合
は
本
佛
は
同
じ
本
因
本
果
因
果
所
成
の
報
身
佛
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
脱
益
の

時
は
果
面
因
裏
の
本
佛
で
あ
る
か
ら
本
果
妙
釈
尊
の
尊
形
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
下
種
の
時
は
因
面
果
裏
の
本
因
妙
上
行
の
尊
形
を
以

て
顕
は
れ
而
し
て
末
法
の
衆
生
に
佛
種
を
下
す
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
で
以
て
脱
益
と
下
種
と
の
人
面
法
裏
の
人
の
相
違
が
お
わ
か
り
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
で
は
前
引
弘
経
抄

一́
○
○
の
日
存
聖
人
の
仰

せ
に
対
す
る
日
隆
聖
人
の
解
釈
で
す
が
、
こ
の
意
を
図
に
示
し
ま
す
と―

面
―
裏

―
面

―
裏

と
な
り
ま
す
。
述
門
の
体
宗
用
と
は
体
は
所
証
所
覚
の
体
理
実
相
で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
三
諦
円
融
三
徳
秘
蔵
の
理
即
ち
理
具
三
千
の
法
で
あ

り
、
宗
用
は
能
覚
能
証
の
佛
で
あ
つ
て
、
宗
は
始
成
正
覚
法
身
釈
尊
の
自
行
の
因
果
で
あ
り
、
用
は
そ
の
始
成
釈
尊
の
化
他
応
用
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
述
門
は
体
理
実
相
た
る
法
を
表
と
し
正
意
と
し
宗
用
の
人
た
る
始
成
正
覚
の
佛
を
以
て
裏
と
し
傍
意
と
す
る
の
だ
と
い
う
の

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
こ
れ
ま
で
説
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
門
の
宗
用
体
の
宗
用
は
能
覚
の
人
、
能
覚
と
い
う
よ
り
は
本
門
で
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は
能
修
と
い
つ
た
方
が
妥
当
で
あ
り
ま
す
。
宗
は
久
遠
成
道
報
身
本
佛
の
自
行
の
因
果
、
即
ち
経
文
の

「我
本
行
菩
薩
道
所
成
寿
命
今
猶
未

尽
」
の
修
行
で
あ
り
、
用
は
報
身
本
佛
の
三
世
常
恒
の
化
他
益
物
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
宗
用
は
体
理
実
相
に
対
す
れ
ば
能
修
の
人
で
あ
り
、

後
の
体
は
本
佛
釈
尊
所
得
の
事
具
三
千
の
法
、
即
ち
本
因
果
国
依
正
互
具
の
法
界
周
遍
の
事
実
相
で
あ
り
ま
す
。　
本
門
に
於
て
は
宗

用
体

（述
門
で
は
三
章
を
体
宗
用
と
い
い
、
本
門
で
は
宗
用
体
と
い
う
）
の
中
宗
用
能
修
の
人
を
以
て
面
と
し
正
意
と
為
し
、
所
修
所
得
の
体
理

三
千
を
以
て
裏
と
し
傍
意
と
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
宗
用
体
の
別
を
以
て
総
名
に
総
す
る
と
き
始
め
て
末
法
下
種
の
本
尊
と
な
る
の
で

あ
り
ま
す
。

以
上
要
す
る
に
総
名
所
摂
の
別
体
本
尊
に
於
て
は
、
人
法

一
体
の
上
の
法
面
人
裏
の
妙
法
本
尊
が
正
意
で
あ
る
か
、
人
法

一
体
の
上
の
人

面
法
裏
の
釈
尊
が
正
意
で
あ
る
か
と
い
へ
ば
、
当
宗
に
於
て
は
人
法

一
体
の
人
面
法
裏
の
人
本
尊
が
正
意
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
り
ま
す
。

日
蓮
門
下
の
或
る
学
者
た
ち
は

「人
法

一
体
だ
か
ら
ど
ち
ら
か
を
表
に
す
る
こ
と
は
い
か
ん
、
人
法

一
体
を
実
際
の
本
尊
に
表
現
す
る
場

合
、
或
は
妙
法
の
曼
荼
羅
と
い
い
、
或
は
釈
尊

一
佛
と
い
い
、
或
は
一
尊
四
士
と
い
い
、
或
は
二
尊
四
士
と
い
う
ん
で
、
ど
ち
ら
で
あ
つ
て

も
よ
い
、
本
尊
と
い
う
も
の
は
如
何
様
に
表
現
し
て
も
か
ま
わ
な
い
で
は
な
い
か
、
日
蓮
聖
人
の
御
書
を
拝
見
す
れ
ば
如
何
様
に
も
表
わ
さ

れ
て
い
る
で
は
な
い
か
」
と
い
う
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
謬
見
で
あ
り
ま
し
て
、
当
宗
の
義
と
し
て
は
や
つ
ば
り
人
法

一
体
で
あ
る
が
人

た
る
本
佛
釈
尊
を
以
て
表
と
し
正
意
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
勿
論
当
宗
の
本
尊
と
し
て
第

一
義
的
な
本
尊
は
総
名
た
る

南
無
妙
法
蓮
華
経
の
曼
荼
羅
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
す
が
、
今
は
総
名
妙
法
体
内
の
別
体
と
し
て
論
ず
る
場
合
は
人
面
法
裏
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
ん
で
す
。

こ
こ
で

一
寸
思
出
し
ま
し
た
が
当
宗
の
古

い
宗
規
に
本
尊
を
規
定
す
る
処

に
こ
ん
な
こ
と
を
記
し
て
あ
り
ま
し
た
ね
。
こ
れ
は
松
本
さ
ん

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

も
記
憶
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
規
定
は
こ
う
な
ん
で
す
。

第
二
条
　
本
宗
ノ
本
尊
ハ
総
而
十
界
勧
請
ノ
曼
荼
羅
、
所
謂
人
法

一
体
法
面
人
裏
、
法
二
約
ス
ル
本
尊
也
、
別
シ
テ
ハ
無
始
本
有
諸
佛
所

師
南
無
妙
法
蓮
華
経
以
下
ハ
人
法

一
体
、
人
面
法
裏
、
人
二
約
ス
ル
本
尊
也
…
…
…
（昭
和
九
年
五
月
改
正
、
本
門
法
華
とポ一ホ
法
宗
規
）

と
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
を
あ
の
ま
ま
解
す
る
と
法
面
人
裏
は
述
門
の
意
で
あ
る
か
ら
当
宗
の
本
尊
と
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
宗
法
の
条

文
中
の

「総
而
…
…
法
二
約
ス
ル
本
尊
也
」
と
い
う
の
は
総
名
本
尊
の
意
で
末
法
下
種
の
本
尊
で
あ
り
、

「
別
シ
テ
ハ
…
…
人
二
約
ス
ル
本

尊
也
」
と
い
う
の
は
総
名
体
具
の
別
体
本
尊
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
を
心
得
て
読
ま
な
け
れ
ば
本
宗
の
本
尊
に
於

て
法
面
人
裏
の
法
本
尊
と
人
面
法
裏
の
人
本
尊
と
の
二
種
別
々
の
本
尊
が
あ
つ
て
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
へ
ら
れ
ま
す

の
で
、
こ
の
条
文
は
ま
こ
と
に
ま
づ
い
説
明
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
あ
の
当
時
苅
谷
先
生
と
共
に
あ
れ
は
ま
づ
い
と
語
り
合
つ
て
い
た

の
で
す
が
、
宗
法
の
教
義

・
本
尊
の
こ
と
に
な
り
ま
す
と
皆
な
ん
で
も
教
義

ｏ
本
尊
は
む
づ
か
し
い
も
の
手
を
つ
け
て
い
け
な
い
も
の
と
し

て
、
い
つ
の
改
正
の
時
で
も
そ
の
ま
ま
に
放
置
し
て
お
い
た
も
の
ら
し
い
で
す
。
し
か
し
こ
の
条
文
は
表
現
が
非
常
に
ま
づ
い
の
で
す
が
、

こ
れ
も
御
聖
教
の
文
に
拠
つ
て
記
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
は
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
弘
経
抄
八
二

（隆
増
軌
）
に

働
て
本
門
八
品
の
三
宝
を
滅
後
悪
世
の
本
尊
と
為
す
な
り
。
此
の
本
尊
に
就
て
人
法
の
異
あ
り
。

人
を
以
て
本
尊
と
為
す
と
き
は
、
此
の
久
成
の
父
大
王
の
報
佛
を
以
て
本
尊
と
為
し
、
上
行
を
以
て
脇
士
と
為
し
滅
後
の
父
の
太
子
と
為

す
な
り
。
加
様
に
滅
後
悪
世
の
悪
人
を
以
て
正
機
と
為
す
報
佛
は
一
代
諸
経
に
分
絶
え
た
り
。

又
法
を
以
て
本
尊
と
為
す
と
き
は
、
総
じ
て
は
本
門
八
品
、
別
し
て
は
寿
量
品
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
是
れ
な
り
。
此
れ
は
人
法

一
体

な

り
。
所
謂
法
と
は
本
因
本
果
の
報
佛
所
覚
所
証
の
法
な
り
。
其
の
旨
諸
御
抄
に
委
悉
な
り
。
其
の
本
因
本
果
の
所
党
の
法
と
は
事
の

一
念

三
千
、
事
行
の
妙
法
蓮
華
経
な
り
。
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本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

本
宗
は
宗
祖
霙
定
の
久
遠
常
住
輪
円
具
足
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
以
て
本
尊
と
す
る

と
改
正
し
て
も
ら
い
ま
し
て
、
今
日
に
至
つ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
本
宗
の
本
尊
の
別
の
人
本
尊
即
ち
人
面
法
裏
の
人
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
本
因
本
果
十
界
具
足
の
報
身
、
即
ち

「報
身
如
来
常
顕
常
満
無
始
無
終
、
其
菩
薩
界
常
修
常
証
無
始
無
終
」
と
い
う
因
果
所
修

の
釈
尊
上
行

一
体
の
報
身
本
佛
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
報
身
本
佛
は
有
相
の
佛
で
あ
る
か
無
相
の
佛
で
あ
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
そ
れ
は
私
が

常
に
主
張
し
て
い
る
如
く
、
有
相
の
佛
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
有
相
と
い
う
の
は
わ
れ
わ
れ
の
凡
眼
に
見
え

る
と
い
う
有
相
で
は
な
い
、
法
身
は

一
定
の
相
好
を
有
し
て
い
な
い
佛
で
あ
る
か
ら
勿
論
無
相
の
佛
で
あ
り
ま
す
。
が
し
か
し
こ
の
法
身
佛

で
さ
え
有
相
だ
と
い
う
中
古
天
台
内
に
一
義
の
法
門
が
あ
る
位
で
す
。
ま
し
て
報
身
は
一
定
の
相
好
を
備

へ
て
修
行
を
し
因
果
を
歴
る
佛
で

す
か
ら
有
相
の
佛
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
応
身
は
衆
生
界
に
応
現
す
る
佛
で
す
か
ら
肉
体
を
備

へ
て
我
々
凡
夫
に
も
見
る
こ
と
の
で
き
る

有
相
の
佛
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
報
身
は
応
身
の
如
き
凡
眼
に
見
え
る
と
い
う
有
相
で
は
な
い
が
、
と
て
も
微
細
な
物
質
つ
ま
リ
エ
ク
ト
プ

ラ
ズ
ム
と
い
う
よ
う
な
、
否
そ
れ
よ
り
も
も
つ
と
も
つ
と
微
細
な
原
質
細
胞
か
何
か
で
現
れ
て
い
る
と
い
う
佛
で
し
よ
う
。
で
す
か
ら
、
わ

れ
わ
れ
凡
眼
に
は
見
え
な
い
が
色
相
荘
厳
の
佛
で
あ
る
と
い
う
の
が
本
宗
の
報
身
論
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
大
へ
ん
肝
要
な
こ
と
で
、
日
蓮

門
下
諸
派
は
皆
本
佛
釈
尊
は
自
受
用
報
身
で
、
こ
の
報
身
は
無
相
の
佛
だ
な
ん
て
説
い
て
い
る
の
で
す
。
御
承
知
の
よ
う
に
或
る
先
生
の
如

き
は

「
一
念
三
千
即
自
受
用
身
、
自
受
用
身
者
出
尊
形
佛
」
と
あ
る
か
ら
尊
形
に
現
れ
な
い
の
だ
、
自
受
用
身
は
尊
形
を
出
過
し
て
い
る
の

だ
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
説
だ
と
天
台
宗
の
法
間
で
す
。
学
林
へ
来
て
お
ら
れ
る
森
観
濤
先
生
に
伺
つ
た

の
で
す

が
、

「
天
台
宗
に
い
う
報
身

（自
受
用
身
）
は
相
が
あ
る
の
で
す
か
な
い
の
で
す
か
」
と
。

「
そ
れ
は
無
相
の
佛
で
あ
つ
て
相
を
備
へ
て
お
ら
れ

な
い
の
だ
」
と
い
わ
れ
る
の
で
す
。
私
が
い
う
の
に

「
無
相
の
佛
だ
と
す
る
と
そ
れ
は
法
身
ぢ
や
な
い
か
」
と
。

「
い
や
法
身
と
は
ち
が
う

ん
た
が
無
相
の
佛
で
あ
つ
て
我
々
凡
夫
に
は
見
え
な
い
ん
だ
」
と
い
わ
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
が
天
台
宗
に
い
う
と
こ
ろ
の
自
受
用
報
身
な
ん
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で
す
。
そ
れ
で
は
法
身
と
ど
こ
が
ち
が
う
ん
だ
と
い
へ
ば
、
法
身
は
実
相
で
す
か
ら
全
然
現
れ
な
い
佛
で
あ
る
が
報
身
は
現
れ
る
佛

で
あ

る
、
ど
う
し
て
現
れ
て
い
る
か
と
い
へ
ば
自
体
顕
照
と
い
つ
て
法
界
の
森
羅
万
象
と
し
て
顕
現
し
法
々
相
互
に
於
て
調
和
し
て
一
体
を
な
し

て
い
る
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
が
天
台
宗

（中
古
天
台
）
の
中
の
一
義
な
ん
で
す
。
し
か
し
こ
の
佛
は
他
受
用
報
身
で
あ
る
べ
き
で
、
自
受
用

身
は
報
徳
を
自
受
法
楽
す
る
の
だ
か
ら
相
を
現
す
必
要
は
な
い
、
だ
か
ら
無
相
の
佛
で
あ
る
と
い
う
。
こ
う
い
う
意
味
の
報
身
が
天
台
宗
の

義
で
す
。　
ヨ

念
三
千
即
自
受
用
身
、
自
受
用
身
者
出
尊
形
佛
」
の
文
は
御
遺
文
中
に
は
日
女
御
前
御
返
事
の
中
に
引
か
れ
て
い
る
文
で
、

日
女
砂
で
は
本
有
の
尊
形
の
証
文
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
文
が
伝
教
大
師
の

「
秘
密
荘
厳
論
」
中
の
文
だ
と
日
隆
聖
人
が

仰
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
伝
教
大
師
全
集
の
中
に
な
い
の
で
、
天
台
宗
の
人
々
に
も．
聞
い
て
い
る
の
で
す
が
、
も
う

一
つ
解
ら
な
い

の
で
す
。
こ
れ
が
果
し
て
伝
教
大
師
の
真
蹟
だ
と
す
る
と
伝
教
大
師
も
報
身
有
相
論
で
あ
つ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く

当
宗
で
は
久
遠
成
道
の
報
身
本
佛
は
色
相
荘
厳
の
佛
で
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
で
す
か
ら
日
隆
聖
人
は

当
宗
の
意
は
題
目
を
以
て
正
行
と
為
し
、
色
相
の
佛
を
以
て
助
縁
と
為
す
。
此
の
如
く
得
意
す
れ
ば
相
違
な
き
も
の
な
り
。
殊
更
に
最
要

の
本
尊
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
既
に
事
行
な
り
。
其
の
余
の
脇
士
の
釈
尊
多
宝
等
事
相
荘
厳
の
本
尊
な
る
こ
と
相
違
な
し
。
働
て
事
相
荘
厳

の
脇
士
を
以
て
題
目
の
事
行
三
千
の
本
尊
を
荘
厳
す
る
な
り
。
其
の
上
滅
後
の
三
宝
は
絵
像
木
像
の
尊
形
な
れ
ば
殊
更
事
相
便

な

る

べ

し
。
（私
新
抄
六
一宗
麓
七一
）

と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
色
相
荘
厳
の
佛
だ
か
ら
本
尊
の
勧
請
様
式
は
必
ず
絵
像
木

像
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
文
字
の
曼
荼
羅
で
は
色
相
荘
厳
の
尊
形
に
な
ら
な
い
と
考

へ
る
こ
と
は
オ
ー
バ
ー
で
す
。
本
宗
に
於
て
は
報
身

本
佛
が
既
に
色
相
荘
厳
の
尊
形
佛
で
あ
る
か
ら
、
文
字
の
曼
荼
羅
で
あ
ろ
う
が
、
絵
像
木
像
の
本
尊
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
本
佛
の
色
相
荘
厳

の
尊
形
な
る
こ
と
に
於
て
は
な
ん
ら
か
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
当
宗
と
し
て
は
事
相
荘
厳
の
報
身
を
本
尊
に
表
現
す
る
の
に
絵
像
木
像

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

の
本
尊
が
最
も
便
利
だ
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
中
古
天
台
の
自
然
本
覚
の
教
義
を
以
て
こ
れ
が
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
の
教
義
だ
な
ど

ゝ
思
込
ん
で
い
る
大
石
寺
の
日
寛
の
如
き
は
、
色
相
荘
厳
の
佛
身
は
是
れ
述
中
熟
脱
の
教
主
で
末
法
下
種
の
本
尊
で
は
な
い
。
故
に
末
法
に

於
て
は
色
相
荘
厳
の
佛
を
用
ふ
べ
か
ら
ず
な
ん
て
い
う
こ
と
を
そ
の
著
の
処
々
に
記
し
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
全
く
お
か
し
な
こ

と
で
彼
は
本
尊
と
い
う
は
一
念
三
千
の
妙
法
で
、
こ
の
妙
法
は
人
法

一
体
の
久
遠
元
初
の
自
受
用
身
、
そ
の
自
受
用
身
と
は
即
ち
是
れ
日
蓮

聖
人
で
あ
る
な
ん
て
い
う
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
彼
の
い
う
本
尊
は
結
局
日
蓮
聖
人
だ
と
い
う
の
に
日
蓮
聖
人
が
無
相
の
佛
だ
と
い
う
の

で
す
。
日
蓮
聖
人
が
無
相
の
佛
だ
な
ん
て
全
く
ど
う
か
し
て
い
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
日
蓮
聖
人
は
現
実
に
末
法
日
本
国
に
出
現
し
て

一

期
六
十
年
の
生
涯
を
全
う
せ
ら
れ
た
導
師
な
ん
で
す
。
こ
れ
を
無
相
の
本
佛
だ
か
ら
色
相
荘
厳
の
尊
形
に
し
て
は
い
け
な
い
な
ん
て
い
う
の

だ
か
ら
、
ンヽ
ち
ら
の
方
の
頭
が
へ
ん
に
な
つ
て
し
ま
い
ま
す
。
日
蓮
大
聖
人
は
本
化
上
行
菩
薩
の
末
法
応
化
の
菩
薩
で
す
か
ら
や
は
り
有
相
荘

厳
の
導
師
で
す
。
大
聖
人
の
随
縁
折
伏
の
外
相
は
禅
・念
佛
等
の
他
宗
の
人
々
か
ら
見
れ
ば
全
く
不
動
明
王
・座
王
権
現

・
阿
坊
羅
全
一
健
一し

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
す
れ
ば
そ
の
折
伏
の
御
姿
が
色
相
荘
厳
の
尊
形
な
ん
で
す
。
故
に
わ
れ
わ
れ
が
大
聖
人
の
尊
像
を
安
置

す
る
の
に
そ
の
死
身
弘
法
の
折
伏
弘
通
の
功
徳
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
の
が
大
聖
人
の
末
流
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
を
佛
立
講
の
よ
う
に
大
聖
人
の
御
木
像
を
真
ッ
黒
に
し
て
色
彩
の
尊
像
を
否
定
す
る
と
い
う
が
如
き
全
く
祖
師
軽
賤
の
大
謗
法
で
す
。

何
故
色
彩
を
施
し
た
お
木
像
を
否
定
す
る
の
か
、
そ
れ
は
大
聖
人
は
名
字
の
凡
夫
だ
と
仰
せ
に
な
つ
て
い
る
。
名
字
の
凡
夫
だ
か
ら
色
相
荘

厳
の
お
木
像
に
す
る
の
は
い
け
な
い
の
だ
と
い
う
で
す
。
そ
れ
は
日
蓮
聖
人
御
自
身
が

「
名
字
の
凡
師
」
だ
と
か
、

「
日
蓮
は
旅
陀
羅
が
家

よ
り
出
で
た
り
、
」

「身
は
人
身
に
似
て
畜
身
な
り
魚
鳥
を
混
丸
し
て
赤
自
二
滞
と
せ
り
」
と
か
い
つ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
大
聖
人
の

名
字
の
凡
師
と
い
う
こ
と
は
別
と
し
て
こ
れ
ら
は
皆
大
聖
人
自
身
の
御
謙
辞
で
あ
り
ま
し
て
、
大
聖
人
の
本
質
は
九
界
総
在
の
本
化
上
行
菩

薩
の
人
界
応
同
の
導
師
で
あ
ら
れ
る
。
で
す
か
ら
わ
れ
わ
れ
と
し
て
そ
の
お
徳
を
充
分
に
表
現
し
て
礼
拝
す
る
の
が
当
然
な
ん
で
す
。
そ
の
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手
本
が
こ
こ
の
御
開
山
日
隆
聖
人
の
尊
像
で
す
。
私
は
も
つ
た
い
な
い
こ
と
で
す
が
或
る
時
御
厨
子
の
中
に
入
つ
て
と
く
と
お
木
像
を
拝
ん

だ
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
あ
の
黒
ぼ
と
け
に
見
え
て
い
る
お
木
像
は
実
は
立
派
な
色
彩
が
施
し
て
あ
る
の
で
す
。
衣
や
七
条
に
も
立
派
な

地
模
様
が
画
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
聖
人
自
身
が

「本
尊
と
は
事
相
に
之
を
顕
す
尊
形
の
佛
身
尤
も
便
な
り
」
（
一宗
崎
九
）
と
ぃ
ぅ
こ
と
を
現

実
に
証
明
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
要
す
る
に
総
名
要
法
体
内
の
人
面
法
裏
の
別
体
た
る
本
尊
は
久
遠
成
道
の
報
身
に
し
て
色
相
荘
厳
の
佛
で
あ
り
こ
れ
を
本
尊
式
と
し

て
表
現
す
る
の
に
は
絵
像

ｏ
木
像
の
事
相
に
顕
す
こ
と
が
尤
も
便
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

五
、
人
法
総
在
の
総
名
本
尊

本
宗
の
本
尊
は

「
日
蓮
当
身
大
事
」
た
る
観
心
本
尊
砂
に
開
顕
せ
ら
れ
た
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
こ
と
は
論
ず
る
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
観
心
本
尊
紗
に
は

此
ノ本
門
ノ肝
心
於
電
南
無
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
丁
…
・但
召
一テ地
涌
千
界
一説
一
人
品
一
付
二嘱
シ下
フ之
）

と
て
、
本
門
八
品
所
顕
上
行
要
付
の
本
地
の
一
法

一
佛

一
菩
薩

一
国
土
総
在
の
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
以
て
、
末
法
下
種
の
本
尊
な
る
こ

と
を
示
し
、
而
し
て
其
の
本
尊
の
相
貌
を
明
し
て

其

本
尊

為
レ
体
本
師

娑
婆

上

宝
塔
居
レ空

、
左
右

釈
迦
牟
尼
佛

ｏ
多
宝
佛

・
釈
尊

脇
士
　
上
行
等

四
菩
薩
、
文
殊
弥
勒
等

四

ノ
　
　
　
　
ト

シ
テ
　
　
シ
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
ノ
　
　
シ
テ
　
　
　
　
ニ
　
　

シ
　
　
ル
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
′
　
　
　
　
ハ
　
　
シ
下

フ
　
　
　
　
ノ
　
　
ニ
　
　
ス
ル

菩
薩

春
属

　

居
二末
座
・述
化

・
他
方

大
小

諸
菩
薩

万
民

処
二
大
地
一如
レ
見
二
雲
閣
月
卿
一、　
十
方

諸
佛

処
二　
大
地

上
一表
〓

述
佛
述
土
・故
也

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

と
い
い
、
末
法
相
応
の
本
尊
を
結
成
し
て

如
一是
′本
尊
ハ在
世
五
十
余
年
二無

之̈
レ、
八
年
之
間
但
限
一
八
品
一．

と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
以
て
み
る
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
人
法
を
総
在
す
る
要
法
な
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

日
隆
聖
人
は

難
じ
て
云
く
、
種
熟
脱
に
約
し
て
本
尊
を
分
つ
こ
と
不
審
な
り
。
所
以
に
当
宗
の
本
尊
は
本
門
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
な
り
。
然
る
に
首
題

に
五
重
玄
を
具
す
。
五
重
玄
は
人
法
な
り
。
名
は
法
、
三
章
は
人
、
三
身
な
り
。
人
法
合
し
て
妙
法
蓮
華
経
と
云
ふ
。
故
に
当
宗
の
本
尊

は
人
法
に
亘
る
べ
し
。
其
の
上
自
宗
の
本
尊
と
は
、
観
心
本
尊
砂
に
過
ぐ
べ
か
ら
ず
、
所
以
に

「
其
本
尊
為
体
…
…
表
述
佛
述
土
故
也
」

と
判
ず
る
処
は
人
法
に
亘
る
と
見
え
た
り
。
其
の
上
本
尊
と
は
事
相
に
之
を
顕
す
尊
形
の
佛
身
尤
も
便
な
り
。
何
ぞ
当
時
下
種
の
時
の
本

尊
は
法
に
限
る
べ
し
と
云
ふ
耶
。

答
ふ
、
当
時
末
代
の
本
尊
、
法
に
限
る
べ
し
と
云
ふ
こ
と
、
其
の
謂
れ
あ
る
か
。
前
重
の
如
く
、
熟
脱
の
時
分
と
下
種
の
時
と
は
替
る
べ

し
。
脱

（分
脱
で
あ
つ
て
実
は
熟
）
も
爾
前
述
門
は
人
を
以
て
本
尊
と
為
し
、
本
門
の
脱

（全
脱
）
は
法
を
以
て
本
尊
と
為
す
と
意
得
ベ

し
。
爾
前
述
門
は
種
脱
各
別
、
本
門
は
種
脱

一
致
な
る
べ
し
。
脱
は
必
ず
種
に
還
る
故
な
り
。　
一
切
衆
生
の
下
種
は
本
門
の
南
無
妙
法
蓮

華
経
な
れ
ば
、
末
法
の
本
尊
は
法
に
限
る
べ
し
と
云
ふ
こ
と
疑
ひ
な
し
。
本
尊
問
答
抄
に
云
く
、

「釈
尊
と
天
台
と
法
華
経
を
本
尊
と
定

め
玉
へ
り
。
末
代
今
の
日
蓮
も
佛
と
天
台
と
の
如
く
、
法
華
経
を
以
て
本
尊
と
為
す
な
り
」
と
判
じ
玉
へ
り
。
…
…
…
但
し
五
重
玄
の
難

に
至
つ
て
は

「，釈
名
ハ是
レ総
ナリ体
等
ハ是
レ別
』
ソと
判
じ
て
、
総
名
能
具
の
妙
法
蓮
華
経
体
具
微
妙
の
功
徳
と
し
て
別
の
三
章
を
具
せ
り
。

能
具
は
法
な
り
、
所
具
は
人
な
り
。
能
具
所
具
の
中
に
は
能
具
を
以
て
正
体
と
為
す
。
所
具
は
体
内
秘
妙
の
功
徳
な
れ
ば
人
法
の
万
法
を

収
め
た
り
。
之
に
依
て
能
具
所
具
の
総
別
倶
に
法
な
る
べ
し
。
若
し
爾
ら
ば
首
題
は
法
に
限
る
べ
き
も
の
な
り
。
（私
新
抄
工（
一宗
崎
九
）
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と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
文
意
を
解
説
す
れ
ば
、
先
づ
難
問
の
意
は
、
本
尊
と
い
う
も
の
は
大
体
爾
前

・
述
門

ｏ
本
門
を
通
じ
て
人
法
を
以
て
本
尊
と
す
る
の

で
あ
る
。
然
る
に
何
故
に
本
尊
を
論
ず
る
の
に
種
熟
脱
に
約
し
て
熟
脱
の
教
は
人
を
以
て
本
尊
と
し
、
下
種
の
時
は
法
を
以
て
本
尊
と
す
る

の
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
か
。
当
宗
の
本
尊
も
法
だ
け
の
本
尊
で
は
な
く
人
法
に
亘
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
即
ち
当
宗
の
本
尊
は
南
無
妙

法
蓮
華
経
で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
人
法
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
首
題
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
は
五
重
玄
を
具
足
し
て
い
る
、
五
重

玄
は
つ
ま
り
人
法
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
名
は
法
で
あ
り
、
体
宗
用
の
三
章
は
三
身
で
あ
つ
て
人
で
あ
る
。
こ
の
人
法
合
し
た
も
の
を
妙
法
蓮

華
経
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
当
宗
の
本
尊
は
人
法
に
亘
る
べ
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
証
拠
に
本
尊
砂
の
「其
本
尊
為
体
」

以
下
の
曼
荼
羅
の
相
貌
を
拝
す
れ
ば
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
而
も
本
尊
と
い
う
も
の
は
事
相
に
顕
す
の
が
便
で
あ
つ
て
、
本
尊
を
事
相
に

顕
せ
ば
中
尊
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
法
で
あ
つ
て
、
釈
迦

・
多
宝

・
四
菩
薩
以
下
は
人
法
で
あ
る
。
か
よ
う
に
当
宗
の
本
尊
は
人
法
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
当
時
下
種
の
本
尊
を
法
に
限
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
と
い
う
意
味
で
あ
り
ま
す
。

次
に
こ
の
難
問
に
対
す
る
答
釈
の
意
は
、
私
が
当
時
末
代
の
本
尊
が
法
に
限
る
と
い
う
の
は
道
理
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
に
い
つ
た
如

く
本
尊
は
熟
脱
の
時
分
と
下
種
の
時
分
と
は
相
違
す
る
の
で
あ
る
。
爾
前

・
述
門
の
熟
益
の
教
に
て
は
人
を
以
て
本
尊
と
し
、
本
門
の
脱
益

の
時
は
法
を
以
て
本
尊
と
す
る
も
の
と
心
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
爾
前
述
門
は
種
脱
各
別
で
あ
る
が
本
門
は
種
脱

一
双
で
あ
る
。
脱
は
必

ず
種
に
還
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
脱
還
種
す
れ
ば

一
切
衆
生
の
最
初
下
種
は
法
た
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
か
ら
、
末
法
下
種

の
本
尊
も
法
に
か
ぎ
る
べ
き
で
あ
る
。
本
尊
問
答
抄
に
は
明
ら
か
に
釈
尊
も
天
台
も
法
を
以
て
本
尊
と
せ
ら
れ
た
こ
と
を
説
か
れ
て
い
る
。

但
し
あ
な
た
が
い
わ
れ
る
五
重
玄
に
つ
い
て
の
難
問
で
す
が
、
な
る
ほ
ど
釈
に

「釈
名
ハ
是
レ
総
ナ
リ
、
体
等

ハ
是
レ
別
ナ
リ
」
と
あ
る
か

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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木
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

ら
、
あ
な
た
の
仰
し
や
る
よ
う
に
総
名
は
能
摂
能
具
で
あ
つ
て
法
、
別
の
体
宗
用
は
所
摂
所
具
で
あ
つ
て
人
で
あ
る
。
故
に
こ
の
能
摂
能
具

と
所
摂
所
具
と
の
中
に
は
能
摂
能
具
の
総
名
の
要
法
た
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
以
て
本
尊
の
正
体
と
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で

あ
る
。
け
れ
ど
も
所
摂
所
具
は
総
名
要
法
体
内
の
秘
妙
の
功
徳
で
あ
つ
て
法
の
み
に
限
る
の
で
は
な
く
、
人

（本
佛
釈
尊
）
法
（事
の
三
千
）

に
亘
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
総
名
た
る
要
法
の
体
内
に
は
人
法
倶
に
摂
収
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
当
宗
の
本
尊
は
か
く

の
如
く
人
法
を
総
在
し
た
法
即
ち
要
法
を
以
て
正
体
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
宗
の
本
尊
は
法

（要
法
）
に
限
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ

る
と
い
う
意
味
を
以
て
答
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
私
新
抄
の
文
に
よ
る
と
、
当
宗
の
本
尊
と
す
る
と
こ
ろ
は
別
の
人

（本
佛
釈
尊
）
法

（事
の
三
千
）

一
体
の
人
法
を
総
在
す
る
総
名

要
法
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
と
い
う
義
で
あ
り
ま
す
。
総
名
と
い
う
の
は
別
の
人
法
を
総
在
す
る
意
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
文
証
は
弘
経

抄

一
（隆
麓
一一一）
に

此
の
因
果
国
の
陰
生
土
依
正
互
具
の
三
千
を
妙
法
蓮
華
経
に
収
む
る
な
り
。
其
の
本
因
妙
と
は
上
行
な
り
、
九
界
な
り
。
本
果
妙
と
は
久

遠
の
釈
尊
な
り
。
本
国
土
と
は
久
遠
本
時
の
娑
婆
国
土
な
り
。
此
の
娑
婆
界
に
久
遠
の
昔
釈
尊
は
先
づ
修
因
感
果
し
て
妙
法
蓮
華
経
を
証

得
し
、
娑
婆
界
の
一
切
衆
生
を
化
し
て
上
行
等
の
菩
薩
と
為
し
、
本
因
妙
に
流
入
せ
し
む
る
故
に
、
釈
尊

・
上
行
は
能
覚
の
人
な
り
。
妙

法
蓮
華
経
は
所
覚
の
法
な
り
。
此
の
人
法
を
妙
法
の
五
字
に
摂
得
す
る
故
に
総
名
と
名
く
る
な
り
。

と
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
同
抄
七
（印
吐
一し
に
も

示
し
て
云
く
、
末
法
凡
愚
下
種
の
妙
法
蓮
華
経
は
境
智
父
母
人
法
円
満
す
る
故
に
総
名
と
名
く
る
な
り
。
然
る
に
述
門
は
境
母
の
法
を
以

て
面
と
為
し
、
本
門
は
智
父
の
人
を
以
て
面
と
為
し
、
妙
法
蓮
華
経
に
総
持
す
る
な
り
。
故
に
玄
の
一
に
云
く
、
此
妙
法
蓮
華
経
者
本
地

甚
深
之
奥
蔵
也
一ム云
。
諸
御
抄
に
本
門
の
本
尊
三
大
秘
法
と
号
す
る
は
是
れ
な
り
。

―- 94 -―



と
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
点
か
ら
み
ま
す
と
、
当
宗
の
本
尊
は
宗
祖
の
御
箕
示
の
如
く
総
名
要
法
本
尊
で
あ
り
ま
す
が
、
他
の
日
蓮
宗
、
日
蓮
正
宗
、
本
門

宗
、
顕
本
法
華
宗
及
び
法
華
宗
の
中
に
於
て
も
陣
門
流
も
真
門
流
も
寿
量
正
意
を
主
張
す
る
各
派
す
べ
て
が
別
体
本
尊
で
あ
り
ま
す
。
別
体

本
尊
と
い
う
こ
と
は
能
摂
能
具
の
総
名
要
法
で
は
な
く
て
、
所
摂
所
具
の
体
宗
用
、
そ
の
実
体
は
一
念
三
千
の
妙
法
の
本
尊
で
す
。
こ
れ
は

宗
祖
の
本
尊
抄
の
所
説
に
叶
つ
て
い
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
当
宗
の
所
説
の
如
く
で
あ
る
と
す
れ
ば
こ
う
い
う
疑
間
が
起
つ
て
来

る
で
し
よ
う
。
そ
れ
は
本
尊
抄
で
は

此
ノ本
門
ノ肝
心
於
二南
無
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
丁
…
・但
召
弓
地
涌
千
界
一説
テ
八
品
一付
二嘱
シ下
フ之
∵

其
ノ本
尊
為
体
乃
至
如
け
是
ノ本
尊
ハ在

世
五
十
余
年
．ご
掲
之
レ。
八
年
之
間
二
但
限
二′レ八
品
∵

（
一主
〇
八
）

と
い
う
総
名
本
尊
を
説
き
な
が
ら
、
何
故
次
の
文
に
は

正
像
二
千
年
之
間
ハ小
乗
ノ釈
尊
ハ迦
葉

・
阿
難
フ為
一脇
士
で

権
大
乗
並
二涅
槃

‥
法
華
経
ノ述
門
等
ノ釈
尊
ハ以
一文
殊

・
普
賢
等
一為
一脇
士
「

此
等
ノ佛
フ造
「画
ヶ
モ正
像
一未
ゥ有
一寿
量
ノ佛
Ｌ

来
こ入
シテ末
法
一始
テ此
ノ佛
像
可
一
ヵ令
一出
現
一致
（ｉ
一
〇
）

と
い
い
、
次
に

問
フ正
像
二
千
余
年
之
間
ハ四
依
ノ
菩
薩
並
二人
師
等
建
二立
スレモ余
佛
、　
小
乗

・
権
大
乗

・
述
門
ノ釈
尊
等
ノ寺
塔
千
　
本
門
寿
量
品
ノ本
尊
並
ニ

四
大
菩
薩
フ
ハ三
国
ノ
王
臣
倶
二未
Ｆ
Ｆ
重
セ之
）由
申
一之
フニ
ム
。
（同
上
）

と
あ
り
、
ま
た

此
ノ時
地
涌
千
界
出
現
シテ本
門
ノ釈
尊
ノ為
弓
脇
士
ｒ

閻
浮
提
第

一
ノ本
尊
可
¨
立

此́
国
一
（
一同
壬
し

と
い
つ
て
、
末
法
下
種
の
本
尊
を
別
体
た
る
寿
量
本
佛
本
尊
、　
一
尊
四
士
の
本
尊
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
は
一
体
ど
う
い
う
わ
け
で
あ
る

木
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

か
。
こ
れ
が
疑
間
で
あ
り
ま
す
。
日
蓮
宗
の
鈴
木
先
生
な
ど
は
、
こ
の

「南
無
妙
法
蓮
華
経
の
曼
荼
羅
」
を
法
本
尊
と
し
、
「寿
量
の
佛
」、

「此
の
佛
像
」
と
か

「本
門
寿
量
品
の
本
尊
並
に
四
大
菩
薩
」
と
か
等
と
い
う
の
を
佛
本
尊
だ
と
分
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
か
し
い
こ
と

で
す
。
両
者
別
々
の
も
の
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
同

一
の
も
の
で
共
に
末
法
下
種
の
本
尊
を
あ
ら
わ
し
て

い
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
本
尊
の
正
顕
段
に
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
以
て
本
尊
の
正
体
と
し
、
而
し
て

「其
本
尊
為
体
」
と
し
て
論
ぜ
ら

れ
た
総
名
本
尊
を
、
次
の
本
尊
の
流
化
段
に
受
け
て

「
寿
量
の
佛
」
と
か

「此
の
佛
像
」
と
か
ま
た
は

「本
門
寿
量
品
の
本
尊
」
等
と
い
わ

れ
て
い
る
の
で
、
両
者
は
全
く
別
々
の
も
の
で
は
な
い
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
末
法
下
種
の
本
門
の
本
尊
を
表
現
す
る
の
に
、
何
故
佛
本
尊
、

別
体
本
尊
の
形
を
以
て
せ
ら
れ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
末
法
下
種
本
門
の
本
尊
を
以
て
正
像
二
時
の
小
権
述
の
本
尊
を
対
破
せ
ん
が
為
で

あ
り
ま
す
。
正
像
二
時
の
本
尊
は
皆
小
権
述
の
始
成
正
覚
の
述
中
の
釈
尊
で
あ
る
が
、
末
法
の
本
門
の
本
尊
は
南
無
妙
法
蓮
華
経

で
あ

つ

て
、
そ
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
久
遠
成
道
の
本
佛
釈
尊
を
内
容
と
す
る
本
尊
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
さ
ん
と
し
て
、
か
く
の
如
き
人
本
尊

の
形
を
以
て
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
本
尊
砂
の
本
文
を
明
確
に
拝
見
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。
同
砂
の
本
文
を
拝
見
し
て
み

な
さ
い
、

「
正
像
二
千
年
の
間
は
小
乗
の
釈
尊
は
迦
葉

・
阿
難
を
脇
士
と
為
し
、
権
大
乗

・
涅
槃

・
法
華
述
門
等
の
釈
尊
は
文
殊

ｏ
普
賢
を

以
て
脇
士
と
為
す
」
と
い
う
の
は
正
像
流
化
の
本
尊
で
す
。
こ
れ
は
何
か
と
い
う
と
正
像
二
時
は
い
わ
ゆ
る
熟
益
の
時
代
で
す
か
ら
人
本
尊

で
あ
る
。
そ
の
人
た
る
仏
の
資
格
を
示
す
も
の
は
脇
士
で
あ
る
か
ら
、
迦
葉

・
阿
難
を
脇
士
と
す
れ
ば
小
乗
の
釈
尊
で
あ
り
、
文
殊
ヽ
普
賢

を
脇
士
と
す
れ
ば
そ
れ
は
権
大
乗
か
述
門
の
釈
尊
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
人
た
る
佛
像
本
尊
で
あ
る
、
こ
れ
ら
正
像
二
時
の

佛
像
本
尊
を
破
す
る
の
で
す
か
ら
、

「此
等
の
佛
を
正
像
に
造
り
画
け
ど
も
未
だ
寿
量
の
佛
い
ま
さ
ず
」
と
て
人
本
尊
で
も
つ
て
示
し
、
次

に
本
門
の
本
尊
た
る
寿
量
本
佛
を
内
容
と
せ
る
総
名
要
法
本
尊
は
末
法
に
入
つ
て
出
現
せ
し
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら

「
末
法
に
来
入
し

て
始
め
て
此
の
佛
像
出
現
せ
し
む
べ
き
か
」
と
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
の
正
像
二
時
が
人
本
尊
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
破
す
る
の
に
、
こ
の
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末
法
の
本
尊
も
人
本
尊
と
し
て
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
彼
此
相
対
判
の
常
軌
で
あ
り
ま
す
。
彼
が
人
本
尊
な
れ
ば
此
方
も
人
本

尊
を
以
て
す
る
、
彼
が
法
本
尊
な
れ
ば
此
れ
も
法
本
尊
を
以
て
す
る
。
彼
の
教
相
を
破
す
る
に
は
此
の
教
相
を
以
て
す
る
、
彼
の
観
心
を
対

破
す
る
の
に
は
此
の
観
心
を
以
て
す
る
、
こ
れ
が
相
対
判
と
い
う
も
の
で
す
。
し
か
る
に
日
蓮
宗
な
ど
は
五
重
相
対
の
第
五
を
教
観
相
対
な

ど
と
い
つ
て
文
上
寿
量
の
教
相
と
文
底
観
心
の
五
字
と
を
相
対
し
て
、
観
心
妙
法
五
字
を
以
て
教
相
の
寿
量
品
を
遣
去
し
て
い
る
。
そ
れ
な

ら
ば
お
題
日
だ
け
を
唱
へ
て
寿
量
品
の
経
文
を
読
誦
し
な
け
れ
ば
よ
い
の
に
、
や
は
り
寿
量
品
ど
こ
ろ
か

「据
拾
遺
嘱
是
也
」
と
い
わ
れ
て

い
る
還
述
流
通
の
薬
王
品
以
下
の
六
品
や
、
述
門
流
通
の
提
婆
品
ま
で
要
品
と
し
て
読
誦
し
て
い
る
。
ど
う
も
日
蓮
宗
や
日
蓮
正
宗
な
ど
の

法
門
は
筋
が
通
つ
て
い
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
本
尊
砂
に
は
次
の
文
に

「問
ふ
正
像
二
千
余
年
の
間
は
四
依
の
菩
薩
並
に
人
師
等
余
佛
、
小
乗

ｏ
権
大
乗
、
爾
前
述
門
の
釈
尊
等
の

寺
塔
を
建
立
す
れ
ど
も
、
本
門
寿
量
品
の
本
尊
並
に
四
大
菩
薩
を
ば
三
国
の
王
臣
倶
に
未
だ
之
を
崇
重
せ
ざ
る
由
之
を
申
す
」
と
あ
る
。
こ

こ
に
寿
量
品
の
本
尊
と
い
う
の
は
寿
量
品
所
顕
の
久
遠
成
道
の
報
身
本
佛
釈
尊
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
本
佛
釈
尊
は
上
行
等
の
本
化
四
菩
薩

を
脇
士
と
す
る
の
で
あ
る
“
故
に
形
は
一
尊
四
士
の
本
尊
で
あ
る
が
、
こ
の
一
尊
四
士
は
総
名
要
法
た
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
本
尊
の
所
具
所

開
で
あ
る
。
こ
の
総
名
の
所
開
の
本
佛
釈
尊
と
本
化
四
菩
薩
の
本
尊
は
正
像
未
弘
三
国
未
伝
で
あ
る
。
故
に

「前
代
未
間
の
故
に
耳
目
を
驚

動
し
心
意
を
迷
惑
す
、
請
ふ
重
ね
て
之
を
説
け
、
委
細
に
之
を
聞
か
ん
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う

一
つ
、
人
本
尊
の
根
拠
と
見
ら
れ
る
報
恩
砂
の

一
に
は
日
本
乃
至

一
閻
浮
提

一
同
に
本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ
し
。
（班
四
五
）

と
い
う
文
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
を
指
し
て
高
橋
智
遍
氏
は
曼
荼
羅
の
本
体
は
教
主
釈
尊
で
あ
り
、
事
の
一
念
三
千
で
あ
る
と
い
う
証
拠
に

取
扱
つ
て
い
ら
れ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
も
正
像
未
弘
の
意
を
以
て
別
の
形
を
表
面
に
出
し
て
い
る
が
、
実
は

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

総
を
密
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
何
故
と
い
へ
ば
こ
の
文
に
つ
ゞ
い
て

所
謂
宝
塔
の
内
の
釈
迦

・
多
宝
、
外
の
諸
佛
並
に
上
行
等
の
四
菩
薩
脇
士
と
な
る
べ
し
。

と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
だ
と

一
碁
両
尊
四
士
或
は
十
界
顕
示
の
曼
荼
羅
の
形
式
で
す
。
こ
の
文
を
鈴
木
先
生
な
ん
か
は
釈
迦
一
佛
本
尊
の
中
に

掲
げ
て
い
る
け
れ
ど
も
こ
れ
は
間
違
い
で
す
。
と
こ
ろ
が
報
恩
紗
は
一
体
誰
に
授
与
さ
れ
た
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
へ
て
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
報
恩
紗
は
建
治
二
年
七
月
二
十

一
日
清
澄
山
の
浄
顕
房

・
義
城

（浄
）
房
の
二
人
に
与
へ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
二
年
経

過
し
て
弘
安
元
年
九
月
に
や
は
り
清
澄
山
の
浄
顕
房
に
授
与
さ
れ
た
も
の
が
本
尊
間
答
砂
で
あ
り
ま
す
。
観
心
本
尊
砂
も
報
恩
抄
も
そ
れ
か

ら
今
い
つ
た
本
尊
間
答
抄
も
内
容
的
に
は
ず
―
と

一
連
の
関
係
を
有
つ
て
い
る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
一
つ
一
つ
区
別
し
て
考
へ
る
こ
と
は
で

き
な
い
、
観
心
本
尊
抄
に
正
顕
せ
ら
れ
た
総
名
本
尊
を
報
恩
砂
に
説
き
示
し
、
報
恩
砂
に
説
か
れ
た
総
名
本
尊
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
の

が
本
尊
問
答
砂
で
す
。
本
尊
問
答
抄
は
諸
佛
所
師
の
妙
法
蓮
華
経
を
以
て
末
法
の
本
尊
と
す
べ
き
だ
と
示
し
、
而
し
て
妙
法
蓮
華
経
は
釈
尊

の
父
母
、
諸
佛
の
眼
目
で
あ
つ
て
釈
迦
・
大
日
等
は
妙
法
蓮
華
経
よ
り
出
生
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
佛
は
所
生
で
あ
り
妙
法
蓮
華
経

は
能
生
で
あ
る
。
さ
れ
ば
末
法
に
於
て
は
能
生
た
る
妙
法
蓮
華
経
を
以
て
本
尊
と
す
べ
き
で
釈
迦
・
大
日
等
の
佛
を
本
尊
と
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
説
か
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
報
恩
砂
や
本
尊
間
答
砂
の
対
告
衆
た
る
浄
顕

ｏ
義
浄
の
二
人
は
ど
う
い
う
人
か
と
い
う

と
法
義
的
に
は
宗
祖
大
聖
人
に
内
心
帰
依
し
て
い
た
人
で
あ
る
が
、
外
面
は
未
だ
転
衣
改
宗
す
る
に
至
つ
て
い
な
か
つ
た
人
で
す
。
即
ち
や

は
り
権
宗
に
属
し
て
正
像
過
時
の
権
教
を
持
ち
大
日
如
来
を
本
尊
と
し
て
礼
拝
し
て
い
た
人
で
す
。
で
す
か
ら
本
尊
間
答
砂
に
は
釈
迦
・
大

日
の
佛
本
尊
を
否
定
し
て
佛
の
師
で
あ
り
そ
の
能
生
で
あ
る
妙
法
蓮
華
経
を
本
尊
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
い
て
い
る
の
で
す
。
で
す

か
ら
同
じ
浄
顕
房
に
与
へ
ら
れ
た
報
恩
砂
に
本
尊
を
示
す
の
に
、
正
像
二
時
の
小
権
述
の
本
尊
を
破
す
る
の
に

「本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊

と
す
べ
し
」
と
て
表
面
は
人
の
形
式
を
以
て
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
人
だ
け
れ
ど
も
単
な
る
人
で
は
な
い
、
実
は
人
法
を
具
足
し
て
い
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る
と
こ
ろ
の
総
名
本
尊
で
あ
る
。　
で
す
か
ら

「
所
謂
宝
塔
の
内
の
釈
迦

・
多
宝
」
・ム云
と
ぁ
っ
て
総
名
体
内
の
久
遠
成
道
の
本
佛
で
あ
る
。

こ
の

「所
謂
宝
塔
の
内
の
釈
迦

・
多
宝
」
・ム云
等
の
文
を
見
落
し
た
か
、
故
意
に
見
の
が
し
て
か
、
た
ゞ

「本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
す

べ
し
」
と
い
う
と
こ
ろ
の
み
を
見
て
報
恩
砂
は
人
本
尊
だ
と
す
る
こ
と
は
こ
れ
全
く
短
識
で
す
。　
こ
の

「所
謂
宝
落
」
・ム云

の
御
文
が
肝
要

な
ん
で
す
。

六
、
観
心
の
本
尊

以
上
大
体
お
話
し
申
上
げ
よ
う
と
思
つ
て
い
た
こ
と
は
大
略
述
べ
了
つ
た
と
存
じ
ま
す
が
、
こ
の
日
蓮
門
下
ほ
ど
本
尊
が
乱
雑
で
あ
り
、

本
尊
義
が
定
ま
つ
て
い
な
い
宗
派
は
他
に
な
い
ん
で
す
。
こ
れ
は
日
蓮
大
聖
人
の
勧
奨
せ
ら
れ
た
本
尊
は
最
高
級
の
も
の
で
小
権
述
等

一
切

の
本
尊
を
統

一
し
て
い
る
終
窮
究
党
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
証
拠
に
も
な
る
ん
で
す
。
何
故
か
と
申
し
ま
す
と
単
な
る
小
権
述
諸
宗
の
本
尊

は
人
本
尊
佛
本
尊
で
あ
つ
て
阿
弥
陀
佛
と
か
大
日
如
来
と
か
ま
た
は
釈
迦
如
来
と
か
い
う
ふ
う
に
簡
単
に
片
付
く
も
の
で
す
が
、
当
宗
の
本

尊
は
そ
う
簡
単
に
片
付
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
聖
人
の
本
尊
論
は
人
本
尊
だ
と
か
法
本
尊
だ
と
か
、
ま
た
人
法

一
体
の
本
尊
、
こ
の

上
に
更
に
人
法
総
在
の
総
名
本
尊
を
論
ず
る
ん
で
す
か
ら
。
大
聖
人
の
本
尊
義
は
一
定
で
あ
つ
て
も
そ
の
言
表
し
方
が
一
定
で
は
な
い
の
で

す
か
ら
、
人
本
尊
で
あ
る
と
か
法
本
尊
で
あ
る
と
か
、
人
法

一
体
で
あ
る
け
れ
ど
も
人
か
法
か
ど
ち
ら
を
表
と
し
正
意
と
す
べ
き
か
と
い
う

よ
う
な
問
題
は
当
然
起
つ
て
く
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
し
て
日
蓮
大
聖
人
の
一
期
三
十
年
の

弘
経
と
い
う
も
の
は
実
に
多
事
多
難
迫
害
つ
ゞ
き
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
間
に
あ
つ
て

一
一
門
弟
や
信
者
の
為
に
綾
々
解
説
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
当
然
後
世
本
尊
に
於
て
も
人
法
問
題
が
起
つ
て
く
る
、
そ
う
い
う
意
味
で
日
蓮

大
聖
人
間
下
で
は
本
尊
義
が

一
様
で
な
く
、
従
つ
て
そ
の
勧
請
様
式
が
乱
雑
に
な
つ
て
き
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
勝
劣
派
は
そ
う
で

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
本
述

一
致
側
の
日
蓮
宗
に
於
て
は
本
尊
の
勧
請
に
全
く
ひ
ど
い
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
十
界
顕
示
の
総
名
本
尊
は

そ
つ
ち
の
け
で
昆
沙
門
さ
ん
本
尊
だ
の
、
帝
釈
さ
ん
本
尊
だ
の
、
妙
見
さ
ん
本
尊
だ
の
、
鬼
形
鬼
子
母
神
本
尊
だ
の
、
ひ
ど
い
の
は
稲
荷
本

尊
だ
の
実
に
種
々
雑
多
で
す
ね
。
こ
れ
で
は
本
尊
と
し
て
の
価
値
と
い
う
も
の
は
全
然
な
い
。
熙
か
し
大
聖
人
も
こ
の
浅
識
無
智
の
謗
法
を

御
照
覧
に
な
つ
て
慨
い
て
い
ら
れ
る
こ
と
で
し
よ
う
。

山
川
先
生
が
昭
和
三
十

一
年
六
月
号
の

「信
人
」
に

「
各
宗
教
の
本
尊
」
と
し
て
十
種
の
本
尊
を
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
即
ち

一
つ
に

は
禽
獣
崇
拝
、
い
わ
ゆ
る
畜
生
本
尊
で
す
。
原
始
宗
教
の
本
尊
で
あ
つ
て
原
始
時
代
の
人
間
は
恐
怖
心
か
ら
猛
獣
だ
と
か
大
蛇
だ
と
か
を
祀

る
、
ま
た
欲
心
か
ら
狐
や
狸
の
類
を
祀
る
こ
と
を
い
う
の
で
す
。
そ
れ
か
ら

二
に
は
天
然
崇
拝
、
雷
の
神
と
か
人
の
神
と
か
山
の
神
と
か
自
然
現
象
を
支
配
す
る
と
せ
ら
れ
た
神
々
で
す
。
日
本
古
代
に
も
あ
り
ま
し

た
ね
。
そ
れ
か
ら

三
に
幽
鬼
崇
拝
、
稲
荷
さ
ん
と
か
竜
神
さ
ん
と
か
、
そ
れ
か
ら

四
に
英
雄
崇
拝

（祖
先
崇
拝
）
、
民
族
の
先
祖
た
る
英
雄
を
崇
拝
す
る
、
そ
れ
か
ら

五
に
聖
賢
崇
拝
、
支
那
に
於
け
る
孔
子
老
子
等
の
尊
崇
、

六
に
天
神
崇
拝
、
こ
れ
に
は
多
神
教
と

一
神
教
と
の
相
違
が
あ
り
、
バ
ラ
モ
ン
教
は
多
神
教
、
キ
リ
ス
ト
教
は
一
神
教
で
あ
り
ま
す
。

七
に
無
象
崇
拝
、
こ
れ
は
無
我
や
空
を
説
く
小
乗
佛
教
、

八
に
権
佛
崇
拝
、
こ
れ
は
権
大
乗
佛
教
、
今
い
つ
た
所
の
文
殊

・
普
賢
な
ど
を
脇
士
と
す
る
釈
述
佛
や
阿
弥
陀

・
大
日
如
来
等
、

九
に
述
佛
崇
拝
、
こ
れ
は
天
台
宗
の
始
成
正
覚
の
釈
尊
、

十
に
本
佛
崇
拝
、
こ
れ
は
事
の
一
念
三
千
即
寿
量
本
佛
と
い
う
久
成
の
釈
尊
で
四
菩
薩
を
脇
士
と
す
る
本
門
の
本
尊
で
あ
る
と
い
う
意
を
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明
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
当
宗
か
ら
見
る
と
こ
の
十
種
だ
け
で
は
ま
だ
不
足
で
す
。
こ
の
上
に
更
に
総
名
要
法
の
本
尊
を
立
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
山
川

先
生
は
各
宗
教
の
本
尊
を
十
種
に
分
つ
て

一
番
最
終
に
本
佛
崇
拝
と
し
て
い
ら
れ
る
、
そ
の
本
佛
と
は
人
法

一
体
の
本
尊
、
即
ち
十
界
の
曼

荼
羅
で
あ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
を
日
蓮
宗
の
学
者
等
は
佛
界
縁
起
と
い
つ
て
い
る
。
何
故
佛
界
縁
起
か
と
い
へ
ば
、
こ
れ
は
観
心
の

本
尊
と
い
つ
て
本
佛
釈
尊
の
心
に
観
ぜ
ら
れ
た
十
界
を
示
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
彼
等
は
観
心
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
解
釈
し
て
い
る
か
と

い
う
と
、
日
蓮
宗
の
学
者
な
ど
、
殊
に
執
行
海
秀
先
生
は

「観
心
と
は
我
が
己
心
を
観
じ
て
十
法
界
を
見
る
、
是
を
観
心
と
云
ふ
な
り
」
と

い
う
本
尊
抄
の
文
を
証
拠
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
観
心
は
本
尊
抄
大
文
三
段
あ
る
中
、
大
文
第

一
段
中
に
あ
る
観
心
の
釈
で
あ
つ
て
、

「
夫
れ
摩
訂
止
観
第
五
に
云
く
」
か
ら
始
ま
つ
て
い
る
天
台
流
の
観
心
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
高
橋
先
生
も
日
蓮
宗
学
者
と
同
様
に
こ
れ

が
天
台
流
の
観
心
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
、
即
ち
こ
の
御
文
を
解
し
て
、
大
体
観
心
に
二
つ
あ
る
と
い
う
。　
一
は
述
門
の
観
心
で
こ

れ
は
凡
夫
の
心
に
十
界
を
見
る
も
の
で
あ
り
、
二
に
は
本
門
の
観
心
で
こ
れ
は
本
佛
の
心
に
十
法
界
を
見
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
本
佛
の

心
に
映
じ
た
十
法
界
が
い
わ
ゆ
る
本
門
の
観
心
本
尊
な
ん
だ
と
す
る
。
こ
れ
に
反
し
て
述
門
の
観
心
は
つ
ま
り
九
界
の
凡
夫
に
備
つ
た
十
法

界
、
こ
れ
は
述
門
の
観
心
本
尊
だ
と
い
う
。
何
故
か
と
い
う
と
天
台
は
凡
夫
の
心
か
ら
三
千
三
諦
の
佛
を
開
発
し
よ
う
と
す
る
の
が

一
念
三

千
の
観
法
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
日
蓮
聖
人
の
観
心
は
そ
う
ぢ
や
な
く
て
久
遠
の
音
に
本
佛
釈
尊
が

一
念
三
千
を
覚
つ
て
本
佛
の
心
の
中
に
も

う
既
に
十
法
界
が
具
つ
て
い
る
の
だ
、
そ
の
証
拠
に
三
大
秘
法
砂
に

「方
便
品
に
云
く
」
・ム云
、
「
寿
量
品
に
云
く
」
一ム云
と
ぁ
る
。　
こ
の
本
佛

の
心
に
観
じ
た
十
法
界
を
図
顕
し
た
の
が
本
門
の
観
心
本
尊
な
ん
だ
と
い
う
の
で
す
。
（講
側
財
尊
）
こ
れ
は
実
は
ま
だ
本
門
究
克
の
観
心
即

ち
末
法
下
種
の
観
心
で
な
い
の
で
あ
つ
て
、
高
橋
先
生
の
い
う
述
門
の
観
心
も
本
門
の
観
心
も
何
れ
も
法
行
観

（実
相
観
）
で
あ
つ
て
、
末

法
の
衆
生
に
と
つ
て
は
難
行
道
で
あ
る
と
し
て
宗
祖
大
聖
人
が
否
定
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
し
か
も
こ
の

「
観
心
と
は
我
が
己
心
を
観

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

じ
て
十
法
界
を
見
る
」
と
い
う
の
は
先
づ
大
文
第

一
段
に
あ
つ
て
日
蓮
大
聖
人
究
党
の
観
心
義
を
あ
ら
わ
し
た
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
天
台
流

の
観
心
を
あ
ら
わ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
を
全
然
知
ら
ず
に
日
蓮
宗
の
学
者
や
高
橋
先
生
な
ど
は
本
尊
砂
題
号
の

「観
心
本
尊
」
の
依
拠

と
し
て
い
る
の
は
間
違
つ
て
い
ま
す
。
題
号
の

「観
心
本
尊
」
は
本
尊
砂
大
文
第
三
段
で
あ
る
総
結
の
文
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昔

か
ら
口
伝
に
云
う
の
に
「開
目
砂

一
部
の
意
は
冒
頭
に
あ
り
、
本
尊
砂

一
部
の
意
は
結
文
に
あ
り
」
と
ね
。
だ
か
ら
題
号
の
意
は
結
文
よ
り
立

還
つ
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
高
橋
先
生
は
本
尊
砂
大
文
第

一
段
中
の
述
門
の
観
心
を
説
い
た
と
こ
ろ
を
以
て
其
の
依
拠
と
し
、

尚
そ
の
解
説
と
し
て
三
大
秘
法
砂
を
引
証
し
、
佛
界
た
る
大
覚
世
尊
の
心
に
映
現
し
た
と
こ
ろ
の
十
法
界
三
千
の
法
を
以
て

「其
本
尊
の
体

た
ら
く
」
以
下
に
曼
荼
羅
と
し
て
示
さ
れ
た
の
だ
と
い
つ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
日
蓮
宗
の
学
者
の
説
も
同
様
で
す
。
で
す

か
ら
こ
れ
を
佛
界
縁
起
の
曼
荼
羅
と
い
つ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
全
く
宗
祖
大
聖
人
の
観
心
本
尊
の
真
義
を
知
ら
な
い
浅
見
で
す
。

大
体
観
心
と
い
う
こ
と
は
修
行
を
意
味
す
る
の
で
す
。
そ
の
修
行
に
於
て
理
観

（
こ
れ
に
事
観
を
も
摂
す
る
）
と
事
行
と
の
相
違
が
あ
る

の
で
す
。
述
門
の
観
心
は
理
観
、
述
中
本
門
の
観
心
は
事
観
、
共
に
是
れ
法
行
観
で
あ
り
、
本
地
本
門
の
観
心
は
事
行
即
ち
信
行
観
で
す
。

大
聖
人
の
高
唱
せ
ら
れ
た
本
尊
は
単
に
本
佛
釈
尊
が
覚
つ
た
三
千
の
法
を
曼
荼
羅
に
表
現
し
た
も
の
と
は
違
う
ん
で
す
。　
一
念
三
千
の
法
に

事
理
の
不
同
が
あ
つ
て
も
そ
れ
は
何
れ
も
法
理
で
あ
り
ま
す
か
ら
観
照
し
覚
証
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
、
即
ち
法
行
観
の
対

象

で
す

が
、
大
聖
人
の
仰
せ
ら
れ
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
一
念
三
千
の
法
そ
の
ま

ゝ
を
名
け
た
別
名
別
体
の
妙

法

蓮
華

経
で
は
な
く
、　
一
念
三
千

の
別
体
を
総
在
せ
し
め
た
総
名
要
法
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
事
の
一
念
三
千
の
理
法
を
し
て
聞
信
口
唱
し
得
る
よ
う
な
教
法
に
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
が
本
尊
砂
の

「
此
の
本
門
の
肝
心
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
・ム云
と
ぃ
ぅ
本
尊
の
正
体
で
あ
り
、
「
其

の
本
尊
の
体
た
ら
く
」
以
下
の
曼
荼
羅
と
な
る
も
の
で
す
。
そ
の
総
名
の
観
心
は
四
信
五
品
砂
の

「
戒
定
の
二
法
を
制
止
」
せ
ら
れ
た
初
二

三
品
の
信
行
で
あ
り
、　
ヨ

念
三
千
の
観
門
を
勧
進
せ
ず
し
て
唯
題
目
ば
か
り
唱
へ
し
む
る
」
総
名
の
観
心
で
す
。
で
す
か
ら

「事
行
の
南
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無
妙
法
蓮
華
経
」
と
い
う
の
で
す
。　
一
念
三
千
の
観
法
は
理
具
事
具
に
か
ゝ
わ
ら
ず
実
相
観
で
あ
り
無
相
行
で
あ
り
、
要
法
た
る
南
無
妙
法

蓮
華
経
の
修
行
は
事
行
で
あ
り
有
相
行
で
す
。
大
聖
人
が
日
蓮
宗
学
者
の
説
く
よ
う
な
無
相
の
観
心
の
対
象
と
し
て
の
本
尊
を
顕
す
為
に
本

尊
抄
を
御
撰
述
に
な
つ
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

「如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
紗
」
と
い
う
の
は
末
法
わ
れ
ら
衆
生
の
信
行

観
心
の
本
尊
た
る
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
撰
述
し
た
も
の
と
い
う
意
味
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
大
聖
人
の
主
張
せ
ら
れ
た
本
尊
を
佛
界

縁
起
だ
と
い
う
だ
け
で
は
未
だ
そ
の
当
を
得
て
い
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
私
は
山
川
先
生
の
十
種
本
尊
の
第
十
、
本
佛
崇
拝
た
る
佛
界
縁
起

の
別
体
本
尊
の
上
に
更
に
人
法

一
体

（人
面
法
裏
）
人
法
総
在
の
久
遠
の
万
法
縁
起

（何
と
名
け
て
よ
い
か
私
も
は
つ
き
り
定
め
て
お
り
ま

せ
ん
）
の
総
名
本
尊
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
べ
き
だ
と
こ
れ
を
要
法
崇
拝
―
―
本
地
佛
教
と
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
久
遠
縁
起

の
本
尊
が
従
来
の
諸
宗
教
の
本
尊
を
悉
く
折
伏
し
統

一
す
る
と
こ
ろ
の
一
大
本
尊
で
あ
る
と
申
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
大

聖
人
が

「如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
」
と
か
、
ま
た

「佛
滅
後
二
千
二
百
二
十
（コ
れ
）
余
年
之
間

一
閻
浮
提
内
未
曾
有
之
大
曼
荼
羅

也
」
と
か
仰
せ
ら
れ
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
日
蓮
聖
人
の
本
尊
は
詮
ず
る
と
こ
ろ

一
念
三
千
と
か
い
つ
て
い
る
か
ら
、
日
蓮
宗
な
ど
で
は
肝
心
の
中
尊
南
無
妙

法
蓮
華
経
を
そ
つ
ち
の
け
に
し
て
し
ま
つ
て
、
鬼
子
母
神
本
尊
、
帝
釈
本
尊
、
毘
沙
門
本
尊
、
妙
見
本
尊
な
ど
が
大
手
を
振
つ
て
大
道
闊
歩

し
て
い
る
現
状
な
ん
で
す
よ
。
こ
の
現
象
は
一
面
に
本
述

一
致
と
い
う
思
想
が
や
つ
ば
り
原
因
し
て
い
る
。
日
蓮
宗
の
学
者
の
中
に
は
日
蓮

聖
人
の
宗
義
は
本
正
述
傍
だ
と
か
本
面
述
裏
だ
と
か
い
つ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
真
意
は
や
は
り
本
述

一
致
の
思
想
が
基
盤
に
な
つ
て
い

る
の
で
す
。

七
、
本
尊
に
つ
い
て
の
注
意

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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木
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

こ
ゝ
で
本
尊
に
つ
い
て
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

第

一
に
は
先
づ
下
種
成
佛
の
対
象
た
る
本
尊
と
し
て
尊
崇
礼
拝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
と
、
次
に
回
向
供
養
の
対
象
と
し
唱
題
読
経

し
て
供
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
と
を
区
別
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

第
二
に
わ
れ
ら
の
成
佛
の
対
象
た
る
本
尊
に
も
第

一
義
的
絶
対
本
尊
と
、
第
二
義
的
な
も
の
第
三
義
的
な
も
の
と
が
あ
る
こ
と

で
す
。

第

一
の
わ
れ
ら
の
成
佛
の
手
本
、
信
仰
の
対
象
た
る
べ
き
本
尊
は
、
中
尊
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
釈
述

・
多
宝
の
本
佛

（諸
佛
を
摂
す
）
と

本
化
の
四
菩
薩

（述
化
以
下
を
摂
す
）
と
そ
れ
か
ら
末
法
下
種
の
大
導
師
主
師
親
三
徳
の
宗
祖
大
士
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
わ
れ
ら
の
絶

対
本
尊
で
す
。
次
の
回
向
供
養
の
対
象
と
は
本
門
本
尊
体
外
の
天
神
ま
た
は
鬼
神
竜
神
、
広
く
い
へ
ば
あ
り
ふ
れ
た
地
神
水
神
等
で
す
。
如

何
に
神
と
い
へ
ど
も
未
だ
本
門
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
知
ら
ざ
る
も
の
は
、
是
れ
わ
れ
ら
の
尊
敬
礼
拝
に
価
し
な
い
、
わ
れ
ら
の
回
向
供
養

に
よ
つ
て
得
脱
す
べ
き
存
在
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
わ
れ
ら
の
信
仰
礼
拝
の
対
象
で
あ
る
な
ど
と
解
す
る
と
妙
法
体
外
の
他
宗
権
述
の
神

々
ま
で
本
尊
に
勧
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
こ
の
心
的
態
度
を
以
て
す
れ
ば
人
間
以
下
の
禽
獣
幽
鬼
等
低
級
な
も
の
ま
で
が
本
尊
と
な

つ
て
本
門
の
本
尊
を
雑
乱
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

第
二
の
第

一
義
的
絶
対
本
尊
と
い
う
の
は
、
諸
佛

・
菩
薩

・
二
乗

・
諸
天
等
の
因
果
の
功
徳
を
総
在
せ
る
中
尊
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
即
ち

諸
佛
所
師
の
総
名
要
法
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
本
佛
釈
尊
も
本
化
上
行
菩
薩
も
述
化
以
下
九
法
界
の
聖
衆
も
末
法
の
大
導
師
た
る
日
蓮
大
聖

人
も
等
し
く
礼
拝
尊
崇
す
べ
き
と
こ
ろ
の
絶
対
本
尊
で
あ
り
ま
す
。
次
に
第
二
義
的
本
尊
と
は
わ
れ
ら
の
相
続
不
断
の
久
遠
の
修
行
の
手
本

た
る
べ
き
本
佛
釈
尊

・
本
化
上
行
等
の
四
菩
薩
で
あ
り
ま
す
。
第
二
義
的
わ
れ
ら
の
宗
祖
で
あ
り
、
末
法

一
切
衆
生
の
開
目
の
大
導
師
で
あ

る
日
蓮
大
聖
人
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
本
佛
釈
尊

・
本
化
上
行

・
宗
祖
日
蓮
大
士
等
の
絶
対
信
仰
す
べ
き
本
尊
で
あ
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り
ま
す
。
し
か
し
本
佛
釈
尊
か
ら
す
れ
ば
本
化
の
四
菩
薩
や
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
は
本
尊
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
本
化
上
行
か
ら
す
れ
ば
南

無
妙
法
蓮
華
経
の
第

一
義
本
尊
と
本
佛
釈
尊
は
本
尊
と
な
り
ま
す
が
、
宗
祖
大
士
は
本
尊
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
宗
祖
の
御
本
尊
は
中
尊
南
無

妙
法
蓮
華
経
が
第

一
義
本
尊
、
次
に
は
釈
尊
・
上
行
が
本
尊
と
な
り
ま
す
。
わ
れ
ら
末
代
の
衆
生
か
ら
す
れ
ば
中
尊
の
第

一
義
本
尊
と
釈
尊

・
上
行
の
第
二
義
本
尊
と
そ
れ
か
ら
第
二
義
と
し
て
宗
祖
大
聖
人
が
本
尊
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
本
尊
に
於
て
此
の
第

一
義
的
絶
対
本
尊

と
第
二
義
第
二
義
的
本
尊
の
能
所
勝
劣
を
弁
へ
な
い
と
、
中
尊
首
題
を
ほ
つ
た
ら
か
し
に
し
て
釈
尊

一
佛
を
礼
拝
し
た
め
、
ま
た
中
尊
も
釈

迦
佛
も
軽
視
し
て
宗
祖
大
士
の
み
を
尊
崇
す
る
こ
と
に
な
つ
て
し
ま
う
の
で
あ
り
ま
す
。
釈
迦
本
尊
な
り

一
尊
四
士
な
り
又
は
別
体
本
尊
の

み
を
論
じ
て
い
る
日
蓮
宗
に
於
て
は
、
末
法
わ
れ
ら
衆
生
の
礼
拝
す
べ
き
本
尊
な
る
こ
と
の
み
を
説
い
て
、
肝
心
の
久
遠
本
時
の
釈
尊
が
何

を
本
尊
と
し
て
礼
拝
せ
ら
れ
た
か
、
即
ち
釈
尊
の
本
尊
の
何
た
る
か
を
忘
れ
て
い
る
し
、
宗
祖
本
佛
論
を
主
張
す
る
日
蓮
正
宗
に
於
て
は
わ

れ
ら
に
宗
祖
大
士
を
礼
拝
す
る
こ
と
の
み
を
説
い
て
日
蓮
大
士
が
何
を
拝
ま
れ
た
か
、
釈
尊
が
何
を
信
仰
の
対
象
と
せ
ら
れ
た
か
を
い
わ
な

い
、
ま
さ
か
宗
祖
本
佛
論
だ
か
ら
と
云
つ
て
大
聖
人
が
中
尊
南
無
妙
法
蓮
華
経
も
本
佛
釈
尊
も
尊
崇
せ
ら
れ
ず
に
我
が
身
を
礼
拝
せ
ら
れ
た

の
だ
と
は
い
わ
れ
ま
い
。
こ
の
矛
盾
を
彼
等
は
何
と
す
る
の
か
、
日
蓮
宗
は
釈
迦
本
尊
だ
か
ら
釈
尊
は
本
尊
な
し
に
久
遠
本
時
に
修
行
せ
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
日
蓮
正
宗
は
日
蓮
本
佛
だ
か
ら
宗
祖
自
身
は
信
仰
の
対
象
を
も
た
ず
に
妙
法
修
行
を
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
で
は
な
い
か
、
こ
れ
は
全
く
釈
迦
の
佛
法
で
も
宗
祖
の
宗
旨
で
も
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

何
と
申
し
ま
し
て
も
信
仰
に
は
本
尊
が
最
も
肝
要
な
の
で
あ
り
ま
す
。
妙
楽
大
師
は
こ
う
い
う
こ
と
を
い
つ
て
お
ら
れ
ま
す
。

縦
使
発
心
真
実
ナ
ラ
ザ
ル
者
モ
正
境
ヲ
縁
セ
バ
功
徳
猶
多
シ
。

若
シ
正
境

二
非
レ
バ
紹
ヒ
妄
偽
無
ケ
レ
ド
モ
亦
種
ヲ
成
ゼ
ズ
。
　

（弘
決
一
一下
一
ウ
）

信
心
は
少
々
不
真
不
足
で
あ
つ
て
も
正
し
い
本
尊
を
礼
拝
尊
崇
す
れ
ば
そ
の
功
徳
は
甚
大
で
あ
る
。
し
か
し
信
心
に
間
違
い
は
な
い
と
し
て

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

も
正
し
い
本
尊
を
立
て
な
か
つ
た
な
ら
ば
下
種
を
成
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
本
尊
の
こ
と
は
檀
家
や
信
者

の
方
々
に
よ
く
教

へ
て
下
さ
い
。
信
仰
の
上
に
は
本
尊
ほ
ど
大
切
な
も
の
が
な
い
の
で
す
か
ら
ね
。
今
日
お
題
目
を
唱
へ
て
い
る
宗
教
は
非

常
に
多
く
な
つ
て
き
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
本
尊
が
皆
す
か
た
ん
で
す
。
正
し
い
御
本
尊
を
対
象
と
し
て
礼
拝
し
、
わ
が
心
を
妙
法
化
し
功

徳
化
す
る
。
而
し
て
正
し
い
要
法
た
る
お
題
目
を
唱
へ
る
、
こ
れ
が
三
大
秘
法
の
修
行
で
す
。
こ
の
本
尊

・
戒
壇

・
題
目
の
三
ケ
を
以
て
定

規
と
し
て
其
の
宗
教
を
見
れ
ば
正
法
か
邪
教
か
は
忽
ち
判
断
で
き
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
信
仰
は
先
づ
本
尊
か
ら
で
す
。
正
し
い
本
尊
を
礼

拝
す
る
こ
と
が
信
仰
の
出
発
点
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
出
発
点
が
誤
つ
た
な
ら
ば
そ
の
後
の
信
仰
は
駄
日
で
す
。
信
仰
が
駄
目
に
な
れ
ば
如
何

な
る
修
行
も
生
活
も
ゼ
ロ
に
な
う
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
弘
決
の
一
に

発
心
僻
越
ス
レ
バ
万
行
徒
ラ
ニ
施
サ
ン
。

と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

甚
だ
と
り
と
め
も
な
い
お
話
で
恐
縮
で
す
。
つ
ま
り
人
法
問
題
は
或
る
人
は
既
に
解
決
し
て
い
る
と
い
つ
て
い
ま
す
が
、
解
決
し
て
い
る

の
は
我
が
法
華
宗
で
、
他
流
他
派
に
於
て
は
解
決
し
て
い
る
と
は
思
は
れ
な
い
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
ま
た
ど
う
い
う
説
を
唱
へ
る
人
が
生
じ

て
く
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
本
宗
と
し
て
は
人
法

一
体
で
、
而
も
人
面
法
裏
の
別
体
本
尊
を
総
在
す
る
総
名
本
尊
で
あ
る
こ
と
を

御
諒
承
願
い
ま
す
。
こ
の
御
本
尊
の
実
際
上
の
具
体
的
表
現
形
式
と
い
う
も
の
は
充
分
と
研
究
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
蓮
大
聖

人
の
御
直
筆
の
御
本
尊
を
掲
げ
れ
ば
そ
れ
は
一
番
よ
い
ん
で
す
が
、
そ
れ
も
心
安
く
手
に
入
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
今
日
で
は
写
真
技
術
が
大

へ
ん
進
渉
し
て
来
て
い
ま
す
か
ら
な
る
べ
く
な
ら
ば
適
当
な
御
真
蹟
御
本
尊
の
写
真
版
を
用
う
る
こ
と
も
考
へ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
ま
た

木
像
絵
像
に
表
現
す
る
と
な
る
と
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
も
充
分
に
研
究
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
は

当
宗
と
し
て
御
真
蹟
御
本
尊
を
ど
れ
だ
け
護
蔵
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
御
照
会
し
ま
し
よ
う
。
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○
光
長
寺
　
五
帽

一
、
文
永
十

一
年
十

一
、
弘
安

元

年
十

一
、
弘
安

一
一
年

七

一
、
弘
安

〓
一
年

八

一
、
弘
安

ｍ四
年

四

〇
鷲
山
寺
　
一
一幅

○
本
能
寺
　
エハ
幅

一
、
文
永
年
間

（無
記
年
）

一
、
建
治
年
間

（記
年
不
明
）

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

授
与
―
優
婆
塞
　
藤
太
夫
日
長

授
与
―
沙
円
日
法

授
与
―
俗
日
春

焼
残
り
御
本
尊

三
枚
継
　
第
　
一
四

大
小
　
一
一十
八
紙
　
第
　
五
七

三
枚
継
　
第
　
一ハ
五

一
紙
　
第
　
九
七

三
枚
継
　
第

一
〇
五

三
枚
継
　
第

一
一
七

二
枚
継
　
第

一
三
二

一
紙
　
第
　
　
一二

三
枚
継
　
第
　
四
三

○
一 一 妙 一 一 ` ｀

蓮   ` ｀
弘 文 寺 弘 弘
安 永   安 安
三 九 百 五 五
年 年   年 年
九 六   六 正
月 月    月 月
二 十~ 
六

日  日     日  日

月 月 月 月 月

五     十

日 日 日 日 日

◎
本
宗
寺
院
に
格
護
せ
ら
る
る
御
真
蹟
御
本
尊

一
紙
　
第
　
　
二

授
与
―
俗
日
日
　
興
尊
添
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
紙
　
第
　
九
八
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本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

一
、
建
治

〓
一
年

十

月
　
　
日

三
枚
継
　
第
　
四
五

一
、
弘
安

元

年

・ハ
月
　
　
日

三
枚
継
　
第
　
五
四

一
、
弘
安

一二
年

五

月

八

日目
　
　
　
　
授
与
―
沙
門
日
華
　
興
尊
添
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
枚
継
　
第
　
九
二

一
、
弘
安

四

年

十

月
　
　
日
　
　
　
　
授
与
―
俗
近
吉

一
紙

第

二

五

〇
本
興
寺
　
二
幅

一
、
建
治

一
一
年

一一
月
　
　
日

三
枚
継
　
第
　
一二
一

一
、
建
治

一一
年

一一
月
　
　
日
　
　
　
　
興
尊
添
書

三
枚
継
　
第
　
一壬
一

〇
東
京
妙
寿
寺
　
一
幅
　
（元
永
岡
家
所
蔵
）

一
、
建
治

一
一
年

卯

月
　
　
日

三
枚
継
　
第
　
一二
ハ

合

計

　

　

十

八

幅

下
の
番
号
は
御
真
蹟
写
真
御
本
尊
集
の
番
号
で
す
。
こ
の
写
真
御
本
尊
集
に
載
つ
た
も
の
が
全
部
で
一
二
三
葉
で
、
そ
の
中
当
宗
側
が
護
蔵

し
て
い
る
も
の
が

一
人
葉
で
比
較
的
に
多
い
の
で
す
。　
Ｉ

〓
二
葉
中

一
八
葉
で
は
そ
う
多
い
こ
と
は
な
い
と
い
わ
れ
る
か
も
知

れ
ま

せ
ん

が
、
こ
の
一
二
三
葉
が
全
国
の
日
蓮
門
下
各
派
の
寺
院
や
信
者
の
家
に
散
布
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
僅
か
数
百
の
寺
院
を
有
す
る
本
宗

と
し
て
は
大

へ
ん
多
い
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
へ
ば
日
蓮
宗
の
総
本
山
で
あ
る
身
延
久
遠
寺
で
す
ら
僅
か

一
二
幅
し
か
残
存
し
て

お
り
ま
せ
ん
し
、
他
の
各
派
の
本
山
に
し
て
も

一
ケ
寺
に
て
は
そ
ん
な
に
沢
山
蔵
し
て
は
い
な
い
の
で
す
。
で
す
の
に
本
宗
側
の
本
山
に
一

ケ
寺
に
五
、
六
幅
も
存
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
全
く
諸
天
の
お
計
い
か
と
も
存
じ
て
お
り
ま
す
つ
全
く
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

松
本
さ
ん
も
御
存
知
の
よ
う
に
本
能
寺
に
護
蔵
し
て
い
る
弘
安
三
年
五
月
八
日
付
寂
日
房
日
華
に
授
与
さ
れ
た
も
の
で
、
富
士
日
興
聖
人
の
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添
書
の
あ
る
御
本
尊
は
私
も
拝
観
し
ま
し
た
が
あ
れ
は
立
派
な
三
枚
継
の
大
型
御
本
尊
で
、
文
字
も
鮮
明
で
あ
り
而
も
筆
勢
は
雄
勁
、
拝
ん

で
い
る
と
こ
ち
ら
の
魂
に
逼
つ
て
く
る
し
、
ま
た
こ
ち
ら
が
あ
の
御
本
尊
に
引
込
ま
れ
る
よ
う
な
感
じ
を
受
け
る
の
で
あ
り
ま
す
。
大
石
寺

の
偽
作
の
板
マ
ン
ダ
ラ
を
唯

一
の
も
の
と
主
張
し
て
い
る
創
価
学
会
な
ど
は
垂
涎
お
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
当
山
に
は

建
治
二
年
二
月
の
三
枚
継
の
御
本
尊
が
二
幅
も
あ
り
ま
す
。
而
も

一
幅
は
日
興
聖
人
の
添
書
が
あ
つ
て
宗
門
史
上
の
好
資
料
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
光
長
寺
に
は
五
幅
も
存
し
て
い
て
而
も
二
十
八
紙
の
大
マ
ン
ダ
ラ
は
大
聖
人
御
真
蹟
御
本
尊
中
最
大
特
級
型
の
も
の
で
、
何
度
も
拝
観

し
た
く
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
御
承
知
の
通
り
で
あ
り
、
鷲
山
寺
に
は
弘
安
五
年
の
も
の
二
幅
も
蔵
し
て
お
る
の
で
す
が
、
こ
れ
を
末
寺

に
預
け
て
あ
る
こ
と
は
悲
じ
む
べ
き
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
本
山
に
我
が
所
有
の
御
真
蹟
御
本
尊
を
護
蔵
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
恰
も
人
に

魂
の
な
い
よ
う
な
も
の
で
そ
の
本
山
の
発
展
が
遅
れ
て
し
ま
う
で
し
よ
う
。
こ
れ
は
何
と
か
皆
さ
ん
方
に
よ
い
方
法
を
考

へ
て

い
た
だ

い

て
、
そ
れ
ら
の
御
本
尊
が
本
山
に
戻
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
度
い
と
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
暑
さ
の
折
柄
長
時
間
拙
講
を
御
静

聴
下
さ
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
こ
の
小
論
は
去
る
昭
和
三
十
四
年
八
月
二
十
六
日
尼
崎
本
興
寺
に
於
け
る
桂
林
同
学
会
に
て
講
義
せ
る
速
記
を
添
削
修
正
し
た
も
の
）

本
宗
の
本
尊
に
つ
い
て
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